
- 192 - 

平成２７年度 あ さ ぎ り 町 議 会 第 ９ 回 会 議 会 議 録 （ 第 2 7号 ）  

招 集 年 月 日 平成２８年３月２日  

招 集 の 場 所 あ さ ぎ り 町 議 会 議 場 

開 閉 会 日 時 

及 び 宣 告 

開 議 平成28年3月15日 午前10時00分 議 長 橋 爪 和 彦 

散 会 平成28年3月15日 午後 3時59分 議 長 橋 爪 和 彦 

応（不応）招議員

及び出席並びに

欠席議員 

出 席 １６名 

欠 席  ０名 

○ 出席 △ 欠席 

× 不 応 招 

議 席 

番 号 
氏     名 

出欠等

の 別 

議 席 

番 号 
氏     名 

出欠等

の 別 

 １ 加賀山 瑞津子 ○ ９ 永 井 英 治 ○ 

 ２ 橋 本   誠 ○ １０ 皆 越 てる子 ○ 

 ３ 久 保 尚 人 ○ １１ 小見田  和行 ○ 

 ４ 小 出 高 明 ○ １２ 奥 田 公 人 ○ 

 ５ 森 岡   勉 ○ １３ 田 原 健 一 ○ 

 ６ 徳 永 正 道 ○ １４ 溝 口 峰 男 ○ 

 ７ 豊 永 喜 一 ○ １５ 久保田  久男 ○ 

 ８ 山 口 和 幸 ○ １６ 橋 爪 和 彦 ○ 

議事録署名議員 ５番 森岡  勉   ６番 徳永 正道 

出席した議会書記 事務局長  坂本 健一郎    事務局書記  林  敬 一 

地方自治法第１２１ 

条により説明のた 

め出席した者の職 

氏名 

 出席  ○ 

 欠席  × 

  

職 名 氏     名 
出欠等

の 別 
職 名 氏     名 

出欠等

の 別 

町 長 愛 甲 一 典 ○ 教 育 長 中 村 富 人 ○ 

副 町 長 小 松 英 一 ○ 教育課長 甲 斐 龍 馬 ○ 

総務課長 小 谷 節 雄 ○ 
会 計 

管 理 者 
上 渕 幸 一 ○ 

企画財政

課 長 
神 田 利 久 ○ 福祉課長 小 見 田 文 男 ○ 

町民課長 宮 原 恵 美 子 ○ 
商工観光

課 長 
恒 松 倉 基 ○ 

税務課長 豊 永 憲 二 ○ 
保健環境

課 長 
岡 部 和 平 ○ 

農林振興

課 長 
片  山   守 ○ 建設課長 石 塚 保 典 ○ 

農業委員会

事 務 局 長 
大 林 弘 幸 ○ 

上下水道

課 長 
深 水 光 伸 ○ 

議 事 日 程  別紙のとおり 

会議に付した事件  別紙のとおり 



- 193 - 

議事日程（第２７号） 

日程第 １  一般質問 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １  一般質問 

 

 

 

午前１０時 開 会 

●議会事務局長（坂本 健一郎君）  起立、礼。おはようございます。着席。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達していますので、これから本日の会

議を開きます。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

日程第１ 一般質問 

◎議長（橋爪 和彦君）  日程第１、一般質問を行います。順番に発言を許します。まず最初に８番、山口和

幸議員の一般質問です。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ８番、山口議員。 

○議員（８番 山口 和幸君）  はい、８番山口です。おはようございます。本日は、トップバッターとして

広域連携の取り組みについて、広域連携の必要性や重要性を理解しながら、球磨人吉全体の活性化に取り組

むことだが、関係市町村長との間に温度差があるように感じられるというふうに思っておりますので、この

ことについて、どのように取り組んでいかれるのかをお尋ねいたします。実は昨年の９月でしたか、一般質

問した折には、昭和４５年ぐらいの話からいたしまして、長話しをいたしましたが、前置きで、本日は、も

っと前にさかのぼってお話をさせていただきたいと思いますので、お聞きいただきたいと思うんであります

が、実は昨今のいろんな地方の政治状況を見ているときにですね。もちろん選挙区も中選挙区から小選挙に

変わりましたが、いろんな常態が変わってまいりましたけれども、しかしあの私どもが、こういうふうな仕

事につき始めたころに、感じていたころはですね、やはり国会議員の方がいらっしゃって、県会議員の方が

いらっしゃる。そして市町村長がいるということで、やはりタッグを組んでいくというか、非常にまとまり

があったような感じがするんですね。現在のあさぎり町につきましては、代議士もおられれば、参議もいら

っしゃる。県会議員もいらっしゃる。町村長あるいは関係各種団体のトップの方もいらっしゃるということ

で、そのあたりの連携が、少し足らないような感じもすることがあります。しかし、お話したようにもっと

私が学校卒業して役場に入りますと、１８歳でありましたけれども、そのころを見ておりました時にはです

ね、やはりそのスクラムががっちりしてて、いろんな大きいプロジェクトと言いますかいろんな仕事をやら

れるのを見てまいりました。その中で、ちょうど仕事上かかわりあいをもったのが、保健衛生係という係を

いたしましたので、当時の課長について回っておりましたが、６カ町村でまず火葬場をやる。それから上球

磨の９カ町村でですね、し尿処理をやると。そして、ごみ処理と、さらにはちょっと話題になりましたけど

も、免田の体育センターあたりの整備、あそこにはプールもございました。そういったことを取り組んでい

かれる姿を見ておりましたけども、やはりそのときには、当時はもう人吉市は人吉市でございましたけども、

町村長のですね。やはり、連携の強さといいますか、そういった部分を随分と見てまいりました。それで、

最初に目の当たりにするのは、その時はまだ学生でしたけれども、中球磨の圃場整備、に取り組まれた。当

時免田の町長は岩崎六郎さんだったというふうに記憶しておりますが、やはり、中球磨の町村長が集まって
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ですね。あの大事業をやり遂げるわけですよね。それが今農業の基盤、基本になってると思います。そん時

のやはり苦労話を役場に入って聞くわけですが、まだ、中球磨の構造改善組合は残っておりましたので、職

員もたくさんおりましたから。やはり、その事業をやるために、当時の町村長がですね、やはりこう座談会

というか、地域の方々の理解をいただくために、随分とまわったと、話をしたと。いうことを伺っておりま

す。それは、すべてのことにいえるのはですね。もうこれからの農業はこういう時代が来るから、この方向

にお互い一緒になって向かっていこうという意思をお互いに団結し合うというか、そういう部分があったん

だろうと思うんですよね。だから、いささかそれぞれ町村の言い分あるいは考え方あろうけれども、やはり

地域住民のためにならば、いささかのことはお互い乗り越えてやろうと、いう思いだったと思うんですね。

それであれだけの事業ができた。この今あさぎり町の農業がこうやってできるのは、あのときの町村長の英

断だと思います。そのあとは町長のお父さんたちの時代が来るんでしょうけれども、そのときに、私はたま

たまその火葬場、し尿処理、ごみ処理というときに、職員で課長について、いろんなところにまいるんです

が、当時ごみでですねやるときに、ある村はごみは出らんと、今ごみ焼却場を何のためにつくっとやという

ような議論が議会を中心としてあったようなんですよ。しかし、当時の町村長は、違うと。もうこれからは

やはり協働でごみを処理するときが来ると。ここでやろうと。そのときの町村長も、同じ方向向くんですよ

ね。いささか地域にはさきほどいったいろんな課題やら抱えていると思うんですけども、それは町村長が説

得していくんですよ。私は、一職員でありますから、課長が説明されるのを聞いとるときに、やっぱり町村

長のリーダーシップというか、もう大変なもんがあったと。だから、そういったところを見ているときにで

すね、例えば、町村長会がある、あるいはその組合の議会があるときに、当時は、今みたいに議事録が、き

れいにできる時代じゃありませんからみんなこう手書きでやる、メモ、それをやってみましたけれども、そ

のときのやりとりを聞いとったときにですね、やっぱこん人たちはすごいと思う。先を見る目が、やっぱ、

ごみ、火葬場、し尿処理を広域でやろうと、単独じゃでけんと、そこに気持ちを持っていくんですね、そん

時に一人だけ思ってるのは、免田の吉井のある人が、なんでうちの田んぼばかいつぶすとかにゃ。ですね、

あそこに、火葬場がある、ごみ焼却場がある、し尿処理場がある、っていくんですよね。しかし、当時の町

村長がみんなで出かけていくんですよ。して、用地買収する。議会も応援する。そうやって、あそこに広域

の施設ができたんですね。しかし、あれがあったから、本当にみんなが快適な生活環境を得ることができた

んですよね。これはやっぱり、当時の町村長あるいは議会の先を見る目があったんだなと思います。今さら

ながらも、当時はもう、１８、１９、２０歳ぐらいの若いときでありましたので、見ているだけですね。あ

るいは感じるだけでしたけども、もう今は、この年になりますとまた違う局面で、地域の皆さん方の幸せづ

くりのために、何かをしていかなければならない。いろんな政治判断をしなければならない立場になります。

さらにもう一つ付け加えていえばですよ。下水道、本当今役場のですね。そばに八幡町から役場を通ってい

く溝がありますが、あれとか、彦六の前を通っていく溝とか、もうあれのもう汚れ具合といいますか、大変

なもんだった。のろがゆらんゆらんしてる。とても、この水で米をつくっとかというような状態、しかし、

あのときに流域下水道を決める。私はすごい町村長だったと思います。今見てください。すごくきれいな川

になりましたね。だから、町村長の役割、議会の役割ちゅうのは、やっぱりしっかりとしたビジョンを持っ

て決めるときには決める。協力するときには協力をすると。というようなことを持っていかないと、地域住

民の幸せは来ないんですよね。先人の政治家に、私は本当感謝と敬意を表するし、ほんとこの方たちが、や

ってくれたおかげでですね、今があると。いうことで、先ほど言いました大変感謝をいたします。そこで、

そういうことを見てきた人間としてですね、今、ここにおる職員の方々、あるいは議会の議員の方でもです

ね。もうなかなかそういうことを経験された方は少ないかもしれません。しかし、それを私たちが伝えてい

くことであって、それで理解を求めていこうと思いますが、最近ですね。人吉球磨の動きを見ておったとき
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に感じるのは、一つは、消防の問題、今議会の初日でしたかね、消防議会の報告があって、その前に一般質

問もあっとりましたので、いろいろ考えておりましたが、今回の消防上球磨消防の施設の整備のための設計

委託料等が原案可決したという報告であります。これに、何人かは疑問感じたと思うとですね。上球磨と下

球磨の消防の将来的な話なされて決めたのか。これはあとでまた言いますけども、加工所の問題のときに、

議会が各市町村にお願いに行ったときにですね、下球磨の町村長は、複数ですよ、一緒にやるべきだと、と

いう気持ちを持ってる。そして、その場で聞いたのが、広域連携についてですね、消防力強化は大変厳しい

と、一緒になることに全く課題がないとは言わないが、そちらのほうがいいだろうというような考え方。後

で三方、その消防のあり方については一般質問されますので、あんまりこう深くは突っ込みませんけど、後

に任せますけども、私はその話を聞いたとき、議会を報告を聞いたときに違和感を感じた。もう少し議論を

して、本当に、上球磨消防署をそのどういう建物をつくるかということの議論をしてから設計を組んでこな

いとそれを認めた議会もあるわけですから、私も何とも言いがたい部分があるんでありますが、そこは後で

三方とですね、町長と、そのことは議論していただきたいと、いうふうに思います。ここはちょっとあんま

り触れません。それからですね。公立病院、公立病院のあり方も見とってですよ。この３、４年、私たちが

改選を受けてからの話ですが、ある町村長が、協議会の会長のときにはこういう議論をしとった、今あさぎ

りの愛甲町長が会長でしょう。会長なさると、今度は、違うところの町村長が、いろんな意見を言われる、

ましてやある町の議員と話すことがありましたので、いろいろ聞かせていただきましたが、もうただ批判ば

かり、こういうやり方は、やっぱり、地域住民のためにはなりませんよね。だから、一たん決めたら、先ほ

どの話は、みんなおんなじ方向を向いていかないと、さきに言ってしまいますが、町村長の中で、何を言う

かじゃなかですよね、もうだれが言うかで賛成反対。そういうふうに写っとですよ。そうじゃないかもしれ

ません。だから、考えていただきたいのは、愛甲町長だけに言うんじゃないですよ。球磨郡内の市町村長に

向かって今私は話をしているつもりです。公立病院の今後のあり方、そらもう１、２年で結論出ませんよね。

だから、それをなんで支えようとしない。責任追及ばかりですよ。とういうことは、本当望ましいことじゃ

ないですね。だから、町村長の間に温度差と書いたのはそこなんですよ。なんで、公立も議会があっとです

よ。みんなで、どぎゃんすればこれがいい方向に向かっていくのか。地域の医療を支える中核施設としての

機能を果たせるのかという議論をしてほしい。ただ、聞けば責任論ばかり。それは地域住民は寂しいですよ。

それから加工所の問題もそうですね。基金の問題、あの基金だってですよ。当時の１市１３町村ですよね。

その中で７,０００万近い金を出して基金を積んで、あれ随分といろんな事業をしてきたんですよ。じゃこ

れを地域のために使おうやって、農業振興に使おうやっていった時にですよね。なんで素直になれんとか。

まさに何を言うかじゃなかですよね。だれが言うかで賛成反対。というふうに何べんも言いますが写るんで

すよね。そうじゃないかもしれませんが、そういう感じがするんです。だから、議会がああいう行動を取っ

たのは初めてだと思うとですよ。各市町村回って、加工所建設に対して、基金の使い方あるいは土地の問題

についてお願いに回る。これは本来市町村長がですね、しっかりと前向いて、同じ方向向いとれば決めきる

問題ですよ。もうそういうことを感じます。それでですね、今から、やっていく上でですね。だから、町村

長会も毎月あるわけでしょ、行政組合の理事会もありましょう。いろんな場面で、首長が首をそろえればで

すよ。こちらから見とれば何しよっとかなと思う。昔の町村長を、言っちゃ悪かですけども、それはお互い

のつき合いの度合いは大変なものがありました。特にお父さんあたりもそのあたりが１番上手な方でしたが、

やはり、町村長飲めとは言いません。しかし、そういう場面でですね、ほんと肩を組んではしごしてさいく、

町村長が。そのくらいお互いの意思の疎通を図るわけですよ。だから、先ほど申し上げましたように、いろ

んな大型プロジェクトが成功していくんですよ。それがひいてはまたこの人吉球磨の発展につながっていく、

と私は思ってますので、町長も３期目ですね、町村長を見たときに、年齢的にも上のほう、私は愛甲町長に
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期待を申し上げたいんですよ。その中のリーダーシップをとっていただきたい。愛甲町長がまとめてくださ

いよ。町長にそれだけの器量もあります。経験もある。そういったものも生かしていただいて、もう一度、

球磨郡の町村をまとめていただいて、ある場面じゃ手挙げて町村会長なってよかですよ。そのくらいの腹積

もり持ってやっていただかないと、人吉球磨の中心地のあさぎりの町長ですから、私はそれを期待しますよ。

ただ、ある町村長とまわったときにお話ししたときにですね、私たちはそういうこと思うとらんと、一緒に

なろうと思うとると、あんたそういうばってん、おいから見たときにはそう見えんという話を玄関先でしま

したけど、だから、ここは愛甲町長に聞きたいのは、これからの球磨郡、人吉球磨をまとめるためにですね。

私は愛甲町長の役割は大きいし、また期待をしてみたいと思います。それに対する町長の意気込みを聞かせ

ていただきませんか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  今日からですね。二日間一般質問ということでありますけど、どうぞよろしくお願

いいたします。そして今、山口委員の方からですね。本当にあの過去かなりのですね、さかのぼっての球磨

郡人吉市の町村として、いろんな事業に取り組んだ経緯等についてすね、いろいろ話があったところであり

ます。私もですね。１番感じるのは、やっぱり今のその中球磨の合同の土地の構造改善、これは本当に素晴

らしいものであったなとつくづく思っております。相当な御苦労があったと思うんですよね。しかし、今ま

さに耕地を一番持っている中心部のあさぎり町がですね、やっぱり農業では、相当郡内でもやっぱりあのリ

ードというのは失礼ですけど、やっぱり先端的にと言いますかね。いろんなところを相当頑張っていただい

ているのは事実ですよね。だからつくづく本当に毎日３反の一個一個の田んぼ見てますし、その前の田んぼ

全部知ってますからね。私たちはですね。そこで、もしこれがなかったときにどうなるだろうかと、時々や

っぱり出張なんかで見るときに、構造改善がない田んぼ見るんですよね。それでまだ農業されてるとこもあ

りますので、まさに実感として感じております。ほかにも幾つかの案件で言われました。今描いてるのかで

すね、個々の案件は具体的に言っていただきましたけど、そうじゃなくてその球磨郡全体としてどうやって

まとまっていけるのか行くのかという話ですよね。根幹のところはですね。これ非常に大事なことであると

私も十分認識をしております。認識してて、まず先に一つというのはですね。この８年、９年ですね、１０

年目今年入るわけですけど、球磨郡人吉でこういうことやりましょうと、幾つか提案をした経緯があります。

私みずからですよ。それは球磨郡だけじゃなくて、人吉も入っていただきたいということで働きかけをした

ことがあります。内容は言いませんけどですね。しかしながら何とか３回ぐらい会合を持ちましたけど、結

果的にはまとまることができずにですね、その案件はもう頓挫してしまいました。やっぱりそういう時に、

なかなか、俺が俺がの世界になってきましてですね。それからもう一つはですね。何て言いますかね、今ハ

ード面にしていきますと、ほぼできてますよね。いろんなものが。今言いましたように、構造改善はしまし

た。下水道ができてもほとんど工事も終わった。し尿処理も広域連携で出きて、そしてごみ焼却場もできた、

ですね。むしろ今からそのごみ焼却場し尿処理場については、人口縮減に向かってどうコストダウンしてい

くかっていう場面なんですね、今度はね。作るんじゃなくて。維持コスト下げる方に向かってきてる。です

からその華やかじゃないですよね。そういう意味では確かにその、町民市民の皆さんからいけばですね、あ

んまり見えない。やってることがその、どうやってお金を使わないでやるかという方向にいってますから、

バーンと打ち上げこぎゃしますという場面じゃない。ということはあります。それが一点。それから２点目

がですね、例えば今度観光がメーンでいきますと日本遺産になりました。指定がですね。確かにこれもちょ

っと反省すべきところはあるんですけど、というのは、去年日本遺産になって、私たちなにか打ち出したか

と言われるとちょっと、んーっとなるんですね。人吉含めて。今まさにこれじゃいかんよねということです

ね、いろいろその今決まりましたけど、官公庁のワイファイとか、それから、今あの人吉の観光センターに
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今全部振興局も入って球磨郡全体の観光パンレットあるいは案内状をつくるとか、そういうことをやってま

すけどね。でも、町民の皆さんから郡市の皆さんから見たら、その日本遺産になってじゃ動き出したかとい

うと、動きは見えないだろうと思います。それらＴＰＰの問題もありますね。ＴＰＰ、それから広域でいけ

ば、ＪＡさんも絡んだですね。その農産物等含めてそれ以外も含めて、販売ルートの構築がありますよね。

いわゆるその今まで、その農家でいきますと、農家がつくってＪＡさんいって、それから中間卸屋行って、

さらにいって、さらにいってということで、どんなルートを通って幾つも行って、最終こういうふうに届い

ていった、今直結直結でしよっとですね、作った人が直接消費者に届ける仕組みになっていっているという

ことです。こういったものがありますけど、今先ほどお示しされた時代と、今の時代はそうとう取り組みの

姿勢が変わってきているというのを感じるわけです。だからといって私たちは何もしないか、そうじゃない

ですよね。今おっしゃった、まったくそうなんです。そういう中で、どうやるかということだと思うんです

ね。公立病院の問題も具体的にお示しいただきましたけど、正直言って公立病院こそですね、もう言われた

とおり指摘のとおり、やっぱり私４町村が、しっかりと意思を合わせてそして、この病院は上球磨でみんな

で残そうということをやっぱり町民の皆さんが訴えていかないかんですね。それをやらないと、病院側先生

が来ないから、何で悪いか、そういう話ばかりしていくと先生たちがああいいよと、皆さんがそう言うなら

もういいよと、こうなって来たくなる先生が減ってくるし、今いらっしゃる先生も、そこまで言われるなら

ねというふうになりかねませんよね。逆に新しくきたお医者さんが来られても、みんなが、多少足りない分

があっても、先生ありがとうございましたと、一人一人がそういう声掛けされれば、この病院で頑張ろうと、

こうなりますよね。そういった取り組みをしていかなけりゃいけない。ですから、そういうです。もうこれ

ちょっとまとめに一遍入りますけど、やはり本当に今おっしゃるんですね、そのな大事なところは、やっぱ

根回していいますかね。これをやるという時に、やっぱり事前にしっかりとやっぱり、先ほど言われました

ように、いろいろ話をしてですね、理解を得ながら、そして立ち上げていくということじゃないかなと思う

んですよ。ところがですね、今、私も含めて、やっぱ人吉市、あるいは町村含めて反省すべきところは、私

たちが提案する場合も、ほかからくる場合もそうですけど、意外とさっと上がってくるんですね。えーって

いうね、逆に私がいうこともそうかもわかりません。どうもそういったところが少しあるなという感じがし

ております。ですから、もっとその事務方、役場でまとめて、そしてある程度意識調整して、こう上げてい

って動くということをやるべきだろうと思います。ただ、ちょっと何ていうかな、国の政策もこうどんどん

変化していって、あんまりにも流れが早いもんですから、慌ててる、首長が。つまりもうそんな暇ないとい

うことをちょっと言っちゃうということもちょっとあるんですね。ですからそういったところもですね、そ

うはいっても、やはり相当精査をして、その上で提案していくということが非常に大事だなと思います。や

はり何といっても、根本的にですね、基本的に人吉市も球磨郡の９町村も、一緒にやらないかんとは分かっ

とっとですよね。わかってるんですよ。わかってますけどそれができていない。これはやっぱ案件案件ごと

に、やはりこれはもう絶対この地域で必要と思うことについてはですね、やはりまず骨格を固めて、首長の

理解をしっかり得てまとめていくという努力、これをもう本当に徹底してですね。時間をかけてやることだ

と思っています。それぞれの町村がですね、今は地方創生ということですね、一方では、市町村が独自性を

出せとこう言ってますよね。そういっとったかと思ったら今度は町村連携でもやればそれを優先で取り上げ

るという、もうようわからん世界がですね、私たちにもありましてですね、本当にあのスタンスを取りにく

いんですけども、でも山口議員が指摘されたように、そこでであっても、いいわけはもういいよと、やっぱ

りどうやってですね。人吉市を含む９町村が、本当に真剣に意思を合わせて郡市一体となって取り組むか、

そのことについては、まさに指摘のとおりだと思います。もう少し、今言ったことを含めて、いろいろアド

バイスいただきながらですね、少し私も頭を整理させていただこうと思いますので、どうぞよろしくお願い
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いたします。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ８番、山口議員。 

○会長（山口 和幸）  はい。確かに今の時代の流れの中でですね、もう行政のありようも変わってきました

し、行政を取り巻く環境も変わってきたということは私も実感いたします。しかし、基本は変わらないんで

すよね。地域住民の幸せのために、町づくりをやればいいわけで、だから、もう人吉球磨のこの盆地はどこ

から見てもやっぱ一つですよね。農業から見ても商工業から見ても教育環境いろんな場面からいろんな角度

から見てみてもですよ。たまたまそこに首長が１０人おるちゅうだけのことですよね。だから、さっき２回

か３回でしたっけ。五木村のことが今熊日連載されてますね。ピーク時５，０００人おった人口が今１,０

００人ぐらい。ということで五木の苦悩というか、ここずっと記事が載ってるのを見るんですが、本当に行

政に翻弄されたんですよね。最初反対ダム反対がどうしてもその条件をのんで云々ということになっていく

背景が書いてありますけども、しかし、やっぱり行政は、最後には責任取らんばいかんのに、これでいいの

かなって私も記事読みながら思うんです。だから、ほんと下流域の相良、人吉、球磨村の災害を防ぐために

はダムしかないということでの議論で始まったことですよね。しかし、それがもう一つの時代の流れだった

んでしょう。ダムが中止になりました。今人口１，０００人程度。これ私も思うんですよね、どなたでした

からね、忘れましたが、五木の方がいろいろお話をされたときにですね。人吉球磨の五木を除いた町村は冷

たいと。結局私たちは、皆さんのために、苦渋の選択をしたと。そして、最終的にはそれもままならなかっ

た。そのときに人吉球磨の他の町村が手を差し伸べたか。もちろん、そのあたりは非常に難しい場面はある

と思うんですけども、それを聞いたときにですね。本当に人吉球磨一体一体と言いながら、本当に一体なの

かなと思ったんです。最近ね。そういったことはあるんで、さっきのごみもそうなんですよね。もううちは

関係なかと思ってても、みんなでやる。五木のダムの問題も人吉球磨の問題としてやる。というような心構

えが本当にあったのかなと思うときがあっとですよ。しかし、当時の町村長はもうダム推進でみんな一緒に

なって行かれたんで、そういうことはなかったと思うんですが、あとのフォーローの仕方が本当に我々には

足りていたのかなということはちょっと疑問に思いながら今新聞読んでるんですけども、それで、これから

ですよね。だから町長おっしゃったように、もう済んだことは仕方ない。しかしこれから、やっぱり１市９

町村が本当におんなじ方向向くと、いうことを本当に議論して、町長もおっしゃったように、提案したとき

にですね、なかなかこううまく取り入れてもらえなかったということもあったということを正直おっしゃっ

たように、そういうことはあるんだろうと思うんですよ。何回も言いますけども、何を言うかじゃないです

ね。だれが言うかで賛成反対言うようじゃ人吉球磨の不幸ですよ。だから、是非町長に、もうこれ町長にお

願いするしかないんですね。私たち議会議員も議会議員でできることは一生懸命やります。その一つは先だ

っての議会議長副議長を班長にして各町村まわった行動だと思うんですよね。だから、あるいは必ずしもい

いことだとは思わないんですよ。しかし、議会もそういうふうに執行部がやられることにですね、是は是、

非は非で望みますけれども、協力することは協力しようと、一生懸命やるという気持ちはみんな変わらない

と思うんですよ。だからそのためには、町長が頑張っていただいたですね、もう俺が年も上、経験も３期、

だからもう俺が人吉球磨まとむっばいと、いうぐらいのですね、気持ちを持っていただいていいと思うんで

すよ。そして、人吉球磨を仕上げればですね。あさぎりもよくなっとですよ、ですね。これはもうぜひ先ほ

ど申し上げましたとおりに、いらんことかもしれませんが、町村会長に手を挙げてよかっですよ。俺がまと

むって。なかなかいいずらかでしょうが、言いにっかならば私が言いましょうか。そのくらいの気持ちを持

ってまとめてください。まとめていただくと、あさぎりがよくなりますので、そういう思いもします。町長

の今後の１市９町村長と向かいあう上でのですね、気持ちを聞かせていただいて終わります。どうぞ。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 
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●町長（愛甲 一典君）  今日はですね、今回の一般質問の最初に、町長の第１番目の基本的な姿勢をしっか

り持ってと、いうことをですね、言ってもらったなあと、本当にそう思っております。町長に立候補して１

番最初の当選するときに、そういう思いを持って帰ってきたんですよね。私は福岡に住んでましたから、福

岡の人たちは、人吉市も、水上もあさぎりも、どこも一緒に見えるわけですよ。この地域は。ですよね。遠

くなれば遠くなるほど、東京になれば熊本でどこか探すくらいで、遠くなるほど、小さく見える。しかもそ

の球磨川という一つの水系で、盆地で囲まれて、言うなれば外と区分けがはっきりして、まとまれば力が出

せる地域だと、そうずっと思って見てきました。そういう中でいくつか私も提案もしてきましたけれども、

なかなかそれが、一体的うまくいかなかった。そうとうくやしい思いもしましたけれどもですね。ただそう

は言ってもですね、私も３期目になりまして、それぞれの市町村長とのですね関係も、いろいろとできても

きておりますし、なんて言いますかね。お互いに主張しあう部分の主張の仕方の違う部分もある程度わかっ

てきていますしですね、攻めようはある。いい意味でですよ。攻めようというのは一体に向かってやる、攻

めるっていう意味でですね。私ももう球磨人吉がここでですね、私たちのこの今度の今のメンバーは、今度、

相良、球磨村決まりましたけど、ここでですね。やっぱり気合を入れて、本当の意味でのですね、球磨人吉

一体ということを、農業、観光、もう一つぐらい上げてですね。しっかりと枠組み作っていくということに

はもう一ぺんですね。気合を入れてやってみようと決意させていただきました。少し一歩引いてですね。い

う部分はちょっとあったなあと思ってます。正直言って。でももう一ぺん踏み込もうと、ですよね。郡市の

話し合いはですね。かなりフランクにできる雰囲気はできてきたと思っております。ですから今、月に１回、

一つは町村会があります。あと１回は行政組合の会議があります。この町村会であらあらの整理をしてです

ね。やっぱり人吉が入った行政組合の中で、しっかりと郡市一体の取り組みをまとめていくということが大

事だと思うんですね。そういうことで、本当にあのまた、一般質問でも少子高齢化の話もありますけど、で

もまだまだ人吉球磨は、魅力ある地域に出来るよということに向かってですね。そしてその中で、あさぎり

町もどうさらに光っていけるか、若い人たちがあさぎりでも頑張って、あさぎり町の若い人たちがですね。

前向きな気分になっていただくか、ここのところ取り組んでいきたいと思います。しっかりと今日のですね、

郡市一体なって三期目やるよということをですね、再度決意させていただきました。そういうことで、決意

を申し述べさせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ８番、山口議員。 

○議員（８番 山口 和幸君）  はい、それでは、是非しっかりとした人吉球磨の地域が発展するように、頑

張っていただくことを期待いたしまして、私の一般質問を終わります。どうもありがとうございました。 

◎議長（橋爪 和彦君）  これで８番、山口和幸議員の一般質問を終わります。次に、１番、加賀山瑞津子議

員の一般質問を行います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  はい、１番、加賀山議員。 

○議員（１番 加賀山 瑞津子さん）  議長。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １番、加賀山議員。 

○議員（１番 加賀山 瑞津子さん）  おはようございます。本日は通告書に従い、１点質問いたします。い

つまでも地域で暮らし続けるための支援として、町独自の有償ボランティアへの取り組みについて、あさぎ

り町の高齢化率は３０％を過ぎ、全国的に６５歳の４人に１人の方が認知症と言われる時代となってまいり

ました。今、町は健康づくりで医療費削減を図り、元気な高齢者をふやす取り組みを行っています。しかし、

現状としては、介護を必要とする高齢者の増加に対し、老人施設においては待機者は数年待ちの状況です。

介護が必要な方が在宅で過ごされる場合、通所サービスや訪問介護サービス等利用されることになりますが、

なかなかそれだけでは十分に対応できていません。それを補うために、家人の支援が行われているわけです。
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しかし、家人にとっては時間的にもいろいろな制約があるために、短時間勤務で、短時間勤務でしか仕事が

できないと言われる方がたくさんいらっしゃいます。短時間勤務、所得が低い、サービス利用があるが金銭

的に難しい、サービス利用ができない、家人が介護をする、負のスパイラルが続いております。在宅介護を

推進していくに当たり、ボランティアだけでは支えきれない現状が今後進んでいくと予想されます。町独自

で有償ボランティアへの取り組みが必要ではないかと思います。町長いかがでしょうか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい。今、加賀山議員のお話にありましたようにですね、高齢化が進んで、ひとり

暮らしあるいは高齢になった方の、夫婦で暮らしておられても、なかなかですね、日常の生活が難しくなっ

てきたとか、いろんな課題がですね、まさに今広がってきている状況であります。ここをどうやるかという

時に、今話にありましたようにですね、病院とかあるいは老人の方を高齢者の方に入っていただける施設と

か、あったとしても、部屋を与えない、あるいはお金の事情で入れない等々あると思いますね。そういった

方々をどういう形かで支援して、落ち着いて生活できる環境づくり、これはもう今まさにですね、これから

数年、１０年以上かもわかりません。１０年以上と思いますけど、避けては通れない課題であります。です

から、そのところにおいて、今言われましたようにいわゆるそのボランティア、って言いますかね。完全に

お金をいただかないボランティアだけで、これで向き合っていけるか。というと、どうもこの辺は厳しいん

じゃないかと、何らかのですね仕組みがいるということは検討していくべき課題と思っておりますので、加

賀山議員のですね、いろいろ意見、アドバイスいただきながら、紐解いていけばと思いますのでどうぞよろ

しくお願いいたします。 

◎議長（橋爪 和彦君）  はい、１番、加賀山議員。 

○議員（１番 加賀山 瑞津子さん）  今回、有償ボランティアという言葉を提案いたしましたが、関連する

幾つかの言葉について確認しておきたいと思います。ボランティアというと、私たちは、ついついこう無償

で、もうただでというイメージをすぐに持ってしまいますが、ボランティアとは志願者、自発的という意味

を持っていることばです。無償であるという意味は含まれておりません。また、似たような言葉に有給ボラ

ンティアっていうのがありますが、有給と有償の違い、有給は文字の通りに有給休暇をとってのボランティ

アという形になります。また、地域通貨、地域マネーっていうのがありますが、これが今町としても、着目

していただいてるところではないかなと思いますが、ボランティアをポイントで換算し、地域でサービスを

受ける。議員の皆様も、町内の福祉施設で、上地区で、昨年１０周年のイベントがありまして、そのときの

福祉職員のお話を聞かれた方にはこの施設内の地域通貨っていう説明があったのを覚えてらっしゃる議員さ

んもあるかなと思いますけれど、施設でだれかがなんか、お手伝いをしたらそれに対して、なんらかのポイ

ントをいただく。そのポイントがたまることで、こられている御利用者さんも、その通貨を一つのマネーと

して使うことができる。例えば１０ポイント貯まるとコーヒー１本とかですね。そういう形で今使ってらっ

しゃって、洗濯物をたたむと１ポイントいただくとか、そういう説明がありました。しかし、私が今回行っ

ていきたいのは、施設内のお互いのっていうよりも、そうやって在宅で過ごしていらっしゃる方に対して、

家族がかかわったときに、何らかの見返りという言葉おかしいんですけれど、それに対しての何もないとい

うことに対して、取り組む必要があるんじゃないかというお話です。今ちょっとポイント制について言って

おりますが、２月町としてですね、どういうことをしていただいたかっていうと、２月の２１日に上中球磨

地域合同の、地域で支える認知症講演会、本当に大石先生のすばらしいお話でした。施設に入れんなら月１

５万かかっとですよって。１５万皆さんお金もっとんなはらんけんが、だけんが元気で頑張りましょうと、

非常に笑いあり涙ありの話でしたが、皆さんうなずいて聞いてらっしゃいました。また、２４日には、あさ

ぎり町フォローアップ講座っていうのがありまして、そのときは吉田病院の沖野先生から、ゲートキーパー、
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自殺を考えてる方をどうにかみんなで支えていこうっていうか、気づきがあって、声かけしましょうと、そ

れもすごくいいお話でした。また、２９日から３月４日はサロン事業の説明会が５箇所でありまして、その

ときにも保健環境課のほうからですね、お話をいただいたんですが、福祉課のほうにお伺いします。今この

ポイント制度っていうのを、今後どういうふうに活用していかれるお考えがあるのかお伺いします。 

◎議長（橋爪 和彦君）  はい、福祉課長。 

●福祉課長（小見田 文男君）  はい、２８年度からですね、保健環境課が実施しております健康ポイントに、

サロン事業を加えていただきましてですね、サロンに参加される方、それからボランティアとして携わって

もらえる方々にですね、月１ポイントですけれども、そのポイント制を導入したいと思っております。今後、

この健康ポイント等をですね、どのように進展していくかということでございますけれども、２８年度の介

護の当初予算で前説明したかもしれませんけども、地域生活コーディネーター、というのをですね配置して、

今後、地域資源の開発、この中にボランティア等のですね、サービスの担い手の要請とかですね。それから、

ネットワークの構築、関係者同士の情報共有とかですね。それとかニーズの取り組みとマッチングするそう

いうコーディネーターをですね、配置して、そこで協議体をつくりたいとそこで、いろんな課題が地域での

課題が出てくると思いますので、そこを調整しながら、今後２０２５年問題と申しますが、それに向かって

ですね、地域包括ケアシステムの構築のスタートが２８年も、準備はしておりますけれども、本当にあのス

タートするのが２８年度からと思っております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １番、加賀山議員。 

○議員（１番 加賀山 瑞津子さん）  はい、町としてもですね、本当にこの２０２５年に向けてという長期

の中で考えていただいているというのをまた確認させていただきました。先日から２８年度の予算審議をし

ております。ほんと交付金の一本化は進み、交付金が減っている。しかし、取り組まなければならない、支

援しなければならない分、減らすことができないものがたくさんあります。町の財政を見たときに、医療介

護福祉の占める割合がもう３割を超えている。これは減らすことのできない金額です。しかし、今後町の財

政は厳しくなる。本当に、補助をしてください支援をしてくださいだけでは、やっていけないなっていう部

分もひしひしと感じております。さらに恐ろしいことが、２０２５年の高齢者、それは私たちであるってい

うことです。３８.４％になるであろうと言われている高齢者の人口の中の該当者は、私たちです。昔から

よく言われておりましたが、支える人支えられる人のスタイルをですね、昔は神輿スタイルと言っておりま

した。４人の人が１人の人支える、それが騎馬戦スタイルになって３人に１人、そして今は肩車スタイルで

す。１人が１人を支えています。今後、若者たちがどんなスタイルで支えていくのか、私には想像ができま

せん。考えたら恐ろしいからです。だからこそ、今真剣に考えなければならないと思います。町長。本当に

これは私たちの問題というところで大変なところがあります。実は私たち議員には、地方議会議人という研

修誌を議会事務局のほうでとっていただいております。先ほど皆さんにお配りしましたのは、まさに地域で

支える医療と介護の新しい形、本当に月々いろんな問題提起の分があっておりますが、その中の１３ページ

からの部分をちょっと抜粋しておりますけれど、これは健康ポイントの活用方法についての注意点という形

で書いてあります。読みましたら非常に英語英語英語でしたのでちょっと手書きでございますが、ポイント

で書いております。先ほど配りましたのでまだ皆さん黙読される時間がないとは思いますが、本当にこの内

容をですね。ちょっとだけ読ませていただきたいと思います。我が国は未曾有の高齢化社会が進行中であり、

かつ人口減も進行している。加えてその影響を強く受け、社会保障制度の持続が困難に陥りつつある。この

ままでは保険料や診療時の負担割合の増加による痛みのみではとどまらず、近未来に公的保険の崩壊という

痛みを味わう可能性もゼロとは言えない状況まで追い込まれているのかもしれない。この文章に続きまして、

詳しく書いてありますが、本当に公的仕組みを大きく変えることはできないが、ならば、現状の制度を大き
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く変更せずに自助を高めるために、目標達成するための刺激誘引としてのものを導入していこうという話が

出ております。私もこの席に身を置かせていただき、４年間いろんな質問をしてまいりました。しかし、聞

けば聞くほどですね。本当にこう間にいる方たちの声っていうのを拾いあげなければならないなと思ってお

ります。このポイント制のですね、あり方について、また今資料を見ていただいた中で、福祉課としてお感

じのところがあれば、お願いいたします。 

◎議長（橋爪 和彦君）  福祉課長。 

●福祉課長（小見田 文男君）  はい、資料はどうもありがとうございました。今現在もですね、各町村で介

護支援のですね、ポイント制をやっております。あさぎり町まだやっておりませんけれども、その内容を見

るとですね、やはりもう少し、この時代にあったですね。これたぶん国が示した地域支援事業の一つの一環

でございます。これも全国的に展開されておりますけれども、先ほど申しましたですね、やはり生活のコー

ディネーター、ここでもう１回ですね。地域の資源の中でですね。いろんな情報収集して、そこからまずは

この健康ポイントとかですね、いろんなその今まで、先ほど議員が申されたとおりですね。公助ばかりでは

もう、なかなか厳しいところございます。だから、この健康ポイントのと申しますか、介護支援のポイント

のほうもですけれども、まずは、自分が健康であると、これをやっぱり認識してもらうための制度と思って

おります。そして、元気な高齢者は地域でみんなで支え合おうというのも、ボランティア関係のですね。介

護支援ボランティアの基本になっていると思います。要するに、何回も申しますが、今度２８年度からスタ

ートします生活コーディネータ、それと同時にですね、今医療と介護の連携もやって進めて行こうとしてお

ります。そういうところ、それからもう一つは、認知症のですね、初期集中支援センターの設置もあさぎり

町はもう行っております。そういう社会資本の充実をもう少し図っていってですね。よりよい地域での暮ら

しができるような仕組みづくりを今後やっていきたいと思っているところでございます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １番、加賀山議員。 

○議員（１番 加賀山 瑞津子さん）  はい。今の課長の答弁に関連した新聞記事がですね、これあの同僚議

員からいただいたんですけど、昨年の５月にそのボランティアだけど無償じゃないですよっていうのが、新

聞記事で全国版のほうにもついてきているところとかございます。本当にあの今から先の介護っていうのを

考えたときに、介護する側が元気でいるっていう部分に関して本当に町が取り組んでいただいてるのは十分

わかっております。その中に、本当、今コーディネーターの話も出ましたし、町内のいろんなケアマネジャ

ーさんたちがその家族の思いというのは受けとめながら、町づくりをしていただいているのも、私もかかわ

らせていただいて見てまいりました。その中でやっぱどうしても家族が家族を介護するという、表に出ない

谷間の方たちの支援ていうのは、あわせてやっていくべきことだと思います。本当にこれは人事ではない、

何回も言いますが、２０２５年、私たちがその高齢者であると、本当に考えると恐ろしい気もいたしますが、

そのときに、若者に迷惑をかけんでいいように、今から頑張らなければならない部分があります。しかし、

どうしてもその中で落ちこぼれてしまう谷間に見えなくなってしまう人たちのことを私たちは忘れるべきで

はないと思いますし、そこに対して私たちは取り組んでいかなければいけないと思っております。今回私の

一般質問の通告書を見て、ネットで有償ボランティアという言葉があるとねと言ってきてくださった方がい

らっしゃいました。今回、関心を持ってくれる人がふえるっていうことだけでも、最初の一歩だと思います。

町長、今後の元気なあさぎり町、健康で幸せなあさぎり町っていう中で、今回私が質問させていただきまし

たが、最後に、これは施政方針の方ともちょっと重なるかもしれませんが、町長のですね、まちづくりにお

いての住民にやさしいまちづくりっていうところで答弁をいただきたいと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい。最初のときにも言いましたけど、もう家族とかですね、限られた人で、後期
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高齢者とか、いろんな体が不自由な方をささえる時代、事も難しくなってきたということですよね。そして

一方では、その費用的にもまた非常に大きな課題を抱えているということで、今まさにこの地方創生の中で、

健康づくりというですね、それもやろうと、今動きを始めようと再度始めようということであります。そこ

でですね。この有償ボランティアもう絶対必要と私は思っておりますので、これ取り組んでいきたいと思い

ますけども、問題はですね、有償ボランティアここに書いてますインセンティブをつけてのボランティアと

いうことになればですね、どこまでやるのという一つの線引きが多分いるだろうと思うんですね。いろんな

ボランティアがあります。で、無償ボランティアでやっていただくものがあって、それにこんどはあるとこ

ろだけ有償ボランティアすれば、その無償ボランティアじゃどうなるのというようなですね。そういう面も

考えないことはないんですよね。ですから、そこ納得してどうやっていただけるかということだと思います

ので、まず私は、きょうのこの加賀山議員の質問を受けて、大事なことはですね、今一部有償ボランティア

すでに仕組みやってますよね、やっています。ポイント制でやってます。これをですね。どこまで広げてい

けるのか。その枠組みをしっかりしてみたいと思います。そうすると、これはいいなと、健康ウォーキング

なんかもポイント付いてるんですけど、それに加えて人を支える側のですね。ボランティアですから、言う

なればそのポイントというくくりを、例えばごみ拾いとか、地域の美化とかそういうのもあるんですけど、

そうじゃなくてですね。健康づくりということがポイントということで枠を絞っていけばある程度こうやっ

ていけるかもという気もいたしますので、そういったことをですね、今後担当課あるいは社会福祉協議会等

も含めてですね、協議して、まずその枠組みと仕組みをですね、今後整備していきたいと思います。有償ボ

ランティアは私は、これは必要な取り組みと思ってますので、今回の一般質問を契機にですね、さらに、中

身をしっかりと見定めて作業に取りかかっていきたいと、そういうふうに思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １番、加賀山議員。 

○議員（１番 加賀山 瑞津子さん）  前向きな答弁ありがとうございます。ただ、ほんとにいつまでにって

いう中で、２８年度何を取り組むっていうのも、課長のほうからありましたが、これは執行部、議員全員が

該当する問題っていうのを考えながら行っていければと思います。これで質問を終わります。 

◎議長（橋爪 和彦君）  これで、１番、加賀山瑞津子議員の一般質問を終わります。ここで休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０８分 

再開 午前１１時１９分 

 

◎議長（橋爪 和彦君）  休憩前に引き続き、会議を開き一般質問を再開いたします。次に５番、森岡勉議員

の一般質問です。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  それでは５番、森岡でございます。ただいまより町長の施政方針に係る質問を

いたしたいと思います。よろしくお願い申し上げたいと思います。２８年度の当初予算を見てみますと、は

じめて財政調整基金を３億円取り崩した当初予算ということで、昨日まで説明を受けております。そういっ

た中身を見ながら、本日は４点について質問をいたしたいと思いますので、私もともかく、町民の皆様方に

ですね、わかりやすい答弁をお願い申し上げたいと思います。１点目でございますけれども、あさぎり町創

生事業への取り組みということでございます。あさぎり町まちひとしごと創生事業総合戦略は、あさぎり町

だからできるということでメーンに、町の強みを最大限に生かして、取り組むということで連携と共有を各

課として取り組むとしております。地方創生の原則は御存じのとおり自立性、将来性、地域性、直接性、結

果重視にのっとり、効果的に取り組むということで伺っております。本町につきましてはですね。健康福祉
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と産業雇用について基本目標とした、計画が立案されておりますが、そこで町長はこのどの事業にですね、

町の強みのスポットとしてあたられたのか、それについて、最初伺いたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい。森岡議員の御質問にお答えさせていただきます。地方創生ですね、昨年から

はじめている市町村もあると思いますけど、あさぎり町といたしましてはですね、この２８年度から本格的

に開始をしようということで進めております。そういう中で、今言われましたように、地方創生でですね、

あさぎり町の、何て言いますかね、知名度を上げて、なかなか元気にやっとるじゃないかとそういう町にし

たいと思っているわけでございます。そこで役場の中でいろいろと議論もしたわけでありますけど、やはり

そのときに、なかなかおもしろいじゃないかということは、他町村と差別化できるものであろうと思うんで

すね、差別化できるもの。差別化できるものは何かというと、ほかの町村にはなくてあさぎり町にあるもの、

であればまず原点が差別化されてますから、そうだろうというふうに思うわけであります。そういうことで

１点については、健康というテーマで、特にこれはあさぎり町には、郡内でもですね、信仰の篤い薬師さん

というのがありますように、なかなかですねていってみれば、趣のある神社があるわけですけど、ここにス

ポットを当てて健康づくり、健康づくりはさきほど加賀山議員も言われましたように、もうこれから１０年

間避けて通れない問題ですから、と絡めて行うということが１点、２点目は、何度もいろんなところでも出

してきつつありますけども、全国でただ一つの現役の幸福駅、岡留幸福駅をですね、ここにスポットあてよ

うと、そして、日本遺産等々、球磨郡人吉では観光面の光が当たってきてますので、ここをですね、球磨郡

人吉の観光の一つの拠点となるようにですね、やっていけばということで、大きくはその二つをですね。差

別化して、わかりやすく、私たちの町がここまで取り組むいうことにおいてみようと、光当ててみようとい

うことで考えていま進めようとしているところでございます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  計画の段階からいろいろ伺っておりますので、町長の答弁はもうそのとおりだ

と思いますけれども、それを通しながら、あさぎり町にスポットを当てるためにも言って欲しかったわけで

すけど、産業、雇用についてもですね、言葉いただければと思ったわけですが、と申しますのが、この創生

事業の中で地域協力隊員を今年２名募集するということで計画なされておりますが、それ以外の産業、例え

ば当地域については農業商工業が主体でございます。それ見ますとですね、九州各県の農業の重点施策、こ

れは県関係でございますけども、その中ではやっぱり就農支援、そういったところに合わせて移住の促進と

いうことが県の農業の予算の中でされております。そういったことも含めてスポットが当たるようなあさぎ

り町にしてほしいということで、協力隊員は協力隊員でいいわけでございますが、そういった就労、移住、

そういった面についてですね、今後どういった取り組みがなされるのか、またそれの具体策があればご答弁

願いたいと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（恒松 倉基君）  町長への御質問の中で、私がお答えしていいのかどうかわかりませんが、

就労に関してというようなことで、就労の一端の窓口になっております商工観光課でございます。総合戦略

をつくる中にありまして、定住というような考え方のもとにですね、いろんな議論をさせていただきました。

高校を卒業して上級の学校とかに進まれる場合が一つ、それから、職業が地元にないから外に出ていくとい

う転出仕方、それから職業がないというよりも自分にマッチングした職業がないというようなことだろうと

思いますが、町の外に出ていくというようなことで、企画財政課でつくっていただきました人口ビジョンを

分析してみますと、一端あさぎり町に住んで、それから出ていくというところが多いのが錦町、人吉市とい
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うのが以外と目立つ部分がございます。そういうことを考えましてですね、町としてそういう人達をどうや

って引きとめるかというようなことが重要になってくるのかなというようなことで、その対策等につきまし

てですね、今後、定住促進の重要なポイントとして、考えているところでございます。それから移住という

ことも合わせてということでお答えさせていただきますと、現在の取り組みといたしましては、県が主催し

ます熊本移住定住促進戦略推進会議というメンバーにあさぎり町がなっております。これは県下全市町村じ

ゃなくてですね。有志というようなことでございますが、そのメンバーとして、移住の促進に向けて協議を

行っているところでございます。具体的に本年度行いましたのは、この協議会委員の中に東京に本部がござ

いますＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センターというのがございまして、ここが主催します移住者向けの相談

窓口がございますが、そこで、２月の２１、２２でしたか、移住者向けの相談窓口、町としてのＰＲという

ようなことも兼ねまして、職員を派遣しております。なかなか、物見遊山でこられる方が多いと、本格的に

移住を考えている方が少なかったというような報告を受けてますが、このふるさと回帰センター支援センタ

ーの話を聞きますと、一時的にこられる方につきましては特に移住者希望は、地方においてどういう特典が

あるのかというようなことをまず聞かれるそうですが、そういう方は、一たん、移住されてきてもすぐほか

のところに出ていかれるというようなデータが多いようです。ずっといつかれるというような方につきまし

ては、どういうそこの町で村で、どういうことができるかというようなことを真剣に考えてこられる方につ

いては、ずっと根付かれるというようなことで聞いておりますので、そういうことを根本に考えながら、今

後の移住対策に向けて取り組んでいきたいなというふうに考えておるところでございます。以上です。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  今答弁いただきましたように、移住となりますとですね、そういった目的がち

ゃんとしていないとできないということだろうと思います。協力隊員の方につきましてもですね、早急にそ

ういったところの調査を行っていただいて、そういう方を将来はそういう定住できるような環境にしていた

だければと思いますし、一方農業部門ですね、こういった農業研修生募集です。これをよく中身を聞きます

とですね。２名じゃなくていいと。もっと１０名でも受け入れますよということございます。そういったと

ころであれば、町としても、そういった支援のほうもですね。向けて取り組んでいただければいいんじゃな

いかと私は思うわけでございます。将来人口でだんだん減るという予想でございますけれども、少ない人で

こう高い生産性を上げる目的を持ってやって、将来、そういう長期的な視点に立ったところでその環境を整

えていくということが、あさぎり町が与えられた課題じゃないかと思いますんで、地方創生のですね。人口

問題も含めたところの定住移住促進については取り組んでいただければとお願いして次の質問に移りたいと

思います。続きまして、安心安全なまちづくりということで、通知いたしております。これにつきましては

ですね。私が１２月の定例会におきまして質問いたしました。再度ですね、町民の生命身体財産を守ること

が行政の基本だと思っております。そこでまず町長に考えを伺うわけでございますけれども、自主防災力の

強化ということで、自分たちの地域は自分たちで守るということで意識の高揚を図るために、自主防災組織

の育成、今後について組織の改革と見直しをするということございましたが、その後どういった方向で検討

されるとかお伺いしたいと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  まさに自主防災ですね、本当にあの大事な取り組みとなってくるわけですけど、こ

のことについてはですね、もうここ数年、準備をですね少しずつ行ってきているところでございます。そう

いったことについて担当課から、もう少し具体的な内容についてですね、説明をしたいと思います。よろし

くお願いします。 

◎議長（橋爪 和彦君）  総務課長。 
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●総務課長（小谷 節雄君）  はい、今議員からおっしゃいました通り、前回の一般質問の中でも、自主防災

につきまして御質問いただいております。現状は各地区ごとに区長さんを中心とされたような組織形態がほ

とんどであるということを申し上げていたと思います。今まで町がやりましたことは、防災訓練という形で

旧町村単位でのことを一通り、旧５カ町村ですね、５地区で行ってまいりました。その中でなかなか行政側、

役場職員の登庁の訓練あるいは本部設置の対応等は行ってまいりましたが、実際の訓練の中で、各住民の皆

さん方が自主防災組織として、組織だった機能を発揮していただいて訓練に取り組んでいただいた地区がす

べてかというと、なかなかそこまではいけてない。一応避難訓練をされた、程度を言えば失礼になりますけ

ども、そういったところもあるのも事実でございます。一言でいいますと自主防災の意識の向上と申します

か、最終的にはもうお１人お１人がどう考えていただくかになりますので、その付近がなかなかあさぎり町

の場合、一気に力向上していってないというのも現状でございまして、そこは逆に言いますと、一番町とし

てですね、力を入れるべきというふうに思っております。具体的には、今年度につきましては、前回も申し

上げたと思いますが、１１月に県南の広域の連携の防災訓練を行いますが、これは、そういったのを役場、

県、自衛隊等、各消防機関等も含めてのそういった広域連携の訓練が、手段ではございますが、その中に、

今回もあさぎり町としては全地区の自主防災組織の方動いていただきまして、こちらの想定しております被

災状況に対応したところの訓練、その訓練までにですね、自主防災組織の皆さん方と、これまではちょっと

組織にお任せしている部分がございましたので、役場として、その意義付けと申しますかそういうのを行う

中で、この今回の訓練の中でその具体的に住民の方が動いていただく中での何と申しますか、意識の高揚、

そういったものにつなげていけないかということで、具体的な手段としては今回今年度２８年度につきまし

ては、総合防災訓練、広域の総合防災訓練へ向けての過程の中で、自主防災組織の育成と申しますか、も図

っていきたいというのが２８年度の防災に関します基本的な考え方でございます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  そういった計画でなされるということでございますが、前回もお話申し上げま

したように、昨年の９月のですね、鬼怒川の氾濫状況のテレビの中継を見られたことと思いますけども、あ

あいった状況を想像いたしますとですね、早目に住民にそういった意識づけをしないと、後の祭りじゃ困る

と思います。ちょうど私のところの防災マップがでてきました。これを見ますとですね、球磨川周辺の須恵

深田地区、あそこはレッド・イエローゾーンです。私がよく夢見るんですが、市房ダムが壊れたら、大雨の

ときどうなるんだろうかと思いますと、やっぱりここに書かれているとおり、あそこ全部鬼怒川状態になる

と思います。ですからそういったことを想定いたしますとですね、自主防災組織も大事ですけども、今言い

ましたとおりやっぱリーダーシップは行政がとっていかないと、どうもできないと思います。町長もお尋ね

しますけど、たしか今年の１月だったと思いますけれども、球磨川の自然災害のトップセミナーに行かれた

と思います。その中で、情報の伝達のあり方、これについて言及されておりますが、町長出席されてますか。

それについてどうお思いですか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい。今、情報連携ですね。これは国、国土交通省がですね、相当の情報システム

を構築してくれてますし、熊本県も含めてですね、連携していく枠組みはできてきておりますので、ここを

ですね、実際に町村で一遍この流してですね、やることがシュミレーションしてみる必要はあるかなと思っ

てます。もうできていてですね。今回の秋の防災訓練どこまでやるかというのはありますけど、そういった

ところで検証できるのか、いずれにしても災害情報ですね。大雨、その他のありますから、それをいかにき

ちっと、町が地域住住民にどう伝えるか、このところについては、もう少し、見極めがあるんじゃないかと

思いますね。まだまだ周知が徹底しているわけではないと、いうふうにそういう認識でおります。 
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○議員（５番 森岡 勉君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  やっぱり災害は昼間来るわけではございません。それこそ北部災害のように、

夜中にある可能性ございますんで、そういったの伝達がですね、非常にこれから大事になのかと思いますの

で、そういった災害の折には電気もストップするし、そういったことで、だれが役を担うのかということは

大事じゃなかろうかと思いますので、そういった点も含めて整備をお願いしたいと思います。それと災害弱

者対策のことも、前回申し上げましたけれども、本町におきましては、この個別計画はできとったですかね。

ちょっとそこ確認させてください。災害弱者です。の個別名簿ができているのか、前回多分福祉課長がお答

えなっていますけども、作成がなされているか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  はい、福祉課長。 

●福祉課長（小見田 文男君）  災害弱者のですね、要援護者名簿は出来てですね、毎年更新しております。

配布をしているのがですね。各区長さん、それから消防団、それから、警察、消防署、それから民生委員さ

ん。という関係機関には、毎年、新しい情報をですね、提供しているところでございます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  ２月の２９日の熊日新聞の調査結果では４分の１程度しかできてないちゅう情

報でございましたので、先ほどのお話に関連しますけども、災害弱者が１番こうこういった場合には弱いわ

けでございますので、そういったところの体制も含めてですね、今後よろしくお願い申し上げたいと思いま

す。ではまた、次の質問に移らせていただきます。次の質問につきましては、信頼される役場についてとい

うことで通告しております。早合併して１３年を迎えております。昨年５月のですね、庁舎の一部改修によ

る各申請書関連等について、総合窓口課として各課連携した業務が、利便性がよくなっておると思っており

ます。また職員の方々のですね、対応が届いて非常に好評でありまして、引き続きそのサービスの向上に各

課努めていただければと思っております。しかしですね。合併はそう万能ではないと思います。地域に実用

にあわせて地域づくりをしていかなければならないと思っております。このような中でですね、町は四つの

支所を持っております。この高齢化あわせて交通弱者がふえる中でですね、周辺部の地域に対する機能を持

ってる支所でございます。しかし、町民の方々がですね、合併して非常に身近に感じるのは、一部の方々で

はないかなと私は思っておるわけでございます。３期目の町政運営をされた町長としてですね、ほんとにこ

う町内隅々まで幸せを感ずる支所の機能のあり方を、将来また今後について私案なり腹案があればお聞かせ

願えればと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい、まず基本的な、私のスタンスとしてはですね、支所機能は残しておくべきだ

と、いうふうに思っております。でやっぱり支所は４地区ですね、本所が免田地区にありますから、どこに

もあるということになるわけですけど、ここで身近な問題はきちっと受けとめるということがまず大事だと

思います。それからですね。今後構築していくべきはですね。やっぱり民間活用もいいと思ってますね。つ

まりそのコンビニとか、そういったところも含めてですね、もっと身近なところで、その郵便局なんかもあ

りますけど、手続できるものならそういった委託型でもですね、行うことによって、やれる部分はそこでや

っていただく。それから、そういったことができなくて、ぜひ支所機能としてですね、ほかの事業を、手続

等ですね、行うに当たっては、まず、ネットワークがあるんでさらにうまく仕組みを構築してですね、より

その支所で、完結出来るていいますかね。そこで、相談を受け付けることが出来る。このことのもう少しそ

れが強化できる部分がないか、これは検討していく必要があるというふうに思っております。そこら辺のと

ころはですね。今後、もう少し見きわめてやっていきたいと思います。いずれにしても、支所は残して、よ

り来られた方の相談手続がですね、スムーズにいくそういった取り組みにつながるようにしていきたいと思
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っております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  支所機能を残すということは、本当にそういった周辺の方々についてはですね、

大変こうありがたいことでございますし、利用すべきであると思いますが、確かにネットワーク化されてお

りますけれども、一部ではそう事務方ではネットワークの維持もですね、ずっと永代何十年もこう使えるわ

けではないし、時期がくれば更新し、いろんな経費がかかるわけでございます。そこでこういろんなこう先

ほどコンビニ、郵便局そういったところの手続きも可能であるということで、おっしゃいましたけども、そ

ういうなった場合の支所に３名いらっしゃると思いますけども、３名の職員の方々のですね、１名ぐらいは

その地区を回るとか、いうそういった人材の配置の考え方はないかということで今回お伺いするわけでござ

いますけれども、それぞれひとり暮らしとか、そういった方々がいろいろ混在してます。そういった方の確

認も含めてですね。御用聞きでもいいと思いますけども、そういった職員のあり方については、お考えはな

いでしょうか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  実はですね、今言われたことは、私も数年前にですね、かなり検討をみんなにして

いただきました。結果はできなかったんですけどね。あのやろうとしたんですよ。職員が回ってですね、御

用聞きじゃないけど、もっとその出かけていって、３人のうち１人くらいは地域回って、いろんな地区のこ

と聞いたりする必要があるんじゃないかと思いましたけども、それはちょっと実現が出来ておりません。逆

に、そうすることよりも、特に私たちの町は保健師の皆さんがですね、結構体制的に充実しておりますので、

本庁から出かけていってですね、地区毎に分けて、そして一体的に情報をつかんでいくということで、必要

なことは役場の本庁から出かけていくと。支所はあくまでもお越しになった方々のことをしっかり受け止め

ると、役割分担をやるような形でですね、今動いているというのでいう状況でございます。ここについて何

かだれかいや違うという人がおれば、発言をしてください。フォローをお願いします。 

◎議長（橋爪 和彦君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  これは検討したという話でございますけれども、さきほどちょっと出ました災

害時の要援護者名簿っていうのがあるんですが、その付近の整備を含めてですね、そういった個別の業務に

なりますけども、そういった部分は、支所の職員のほうでに事務を移すというのもどうかとか、そういうよ

うな個別のそれぞれの業務のですね、移管を考えたこともございました。地区の中で、その異動と申します

か、そういう名簿も年に１度、機械的に更新するだけじゃなくて、日常の中でですね、その変化と申します

か、そういうのがわかれば修正できるということも含めて、あるいは個別の対応もいざという時には支所の

方ができるんじゃないかということも、あってそういうことを検討した経緯もございます。実はこれもまだ

実現に至っておりません。そうした場合にマイナス面と申しますか、統一した対応が今度はどうするかとい

うところもございます関係で実現はしておりませんが、そういうことで個別の事務の中で支所のほうで対応

できるものがないか、そういったものは幾つか具体的な検討をした経緯もございます。そしてその中で、結

果的にはまだ今の状況で行っているということでございますので、今後支所のあり方を考える中ではまた再

度そういった具体的なこと含めて、職員数の問題もございますので、考えていく必要があるということは一

つの課題としてですね、認識はしているところでございます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  そういった経緯はあるということでございます。多分どこかの、こういった事

例はあるんじゃないかと私は思いますので、是非ともそういったところは検討に値することであれば、是非

とも町として、機能できる部分については取り入れていただければといいます。町長の方で保健師さんの話
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も出ましたけども、私は保健師さんはなかなか御相談に行けば１０分や２０分はかかるような対応かと思い

ますので、私はまたそういった別の方向で考えていただければと思いますので、是非とも、今後の課題にし

ていただければと思います。次に移ります。あと、職員の資質向上につきましては昨年より予算を計上をさ

れて、今年は取り組むということで、３階層別でやるということで良いことであります。それについては異

論はございませんが、コンプライアンスの件につきまして若干お尋ねしたいと思います。ご存知の通りコン

プライアンスと言えば、なんか法律を守るという意味で使われておるというふうなイメージでございますけ

れども、してはならないこと、した方がいいこと、これの倫理感を持つということでございますので、総務

課長が２５年１２月だったと思いますけども、明けて２６年の３月までにマニュアルを作成するというよう

なことを確か発言されたんじゃないかと思いますが、そういったことで職場の組織の改革をどういったこと

で進めて現在進めてあるのかをお伺いしたいと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  以前、これは２４年１２月に、そういったものが内部規定として作っておりま

す。その後に若干町としても、いくつかの課題があったということを踏まえまして、その改正、そういうこ

とを含めて行ったというふうに進めておるとこでございます。具体的にこの倫理規程という表現をされてい

るケースがよそではあるんですけども、町の場合は高度基準という形でしておりますが、それとあわせて、

逆にあさぎり町としては、どちらかと言うと事務分掌の管理徹底そちらの方に重点をおいて、ここ二、三年

対応してきたというのが実態でございまして、事務上の当然ミスは勿論ですが、今おっしゃいますコンプラ

イアンスの面からも、その付近の徹底を図るということで、そちらの方を主眼に、ここ二、三年対応したと

いうのが現状でございます。先ほど言いました２４年１２月の分につきましては、現在それが生きている状

態をということでございます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  確かに事務手続上のマニュアル化されて、それに基づいて仕事はできるという

ことございますけども、ただ、社会の通念上も考え方も含めたところでしないと、仕事だけの問題じゃなく

て、人と関わる問題も出てますので、そういったところの対応につきましても、先ほど言いました行動基準

という言葉がいいか分かりませんけども、そういったところを作るべきじゃないかと思います。町長に伺い

ますけど、全体の統括者で、そういったところまで明記したところの基準が必要じゃないでしょうか。考え

はありますか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  コンプライアンス、含めて事務の手続ミス防止、ここ数年少しそういった案件も実

は出てまいって、相当それぞれの対応を再発防止するということで、仕組みも含めてやってきてはおります。

やってきております。ただ問題は、同じことを繰り返し繰り返し言うことだと思うんですね。その事例も

段々浸透していきますので、例えば間違えなくやっているのは連休が長い時、これからは５月の連休があり

ますし、それから盆もあります、正月もあります。必ずそういう時は、私からも総務課長からも場合によっ

ては副町長からも必ず言うんですね。みんなの前で飲酒運転は駄目ですよ、これは駄目ですよとか、やって

ますし、私も朝礼で年に何回かはこういうことは話しています。特に近隣の町村で起きたことなどは必ずそ

こで伝えますし、新聞記事等で危ないと思ったことは、それも伝えるということで、そういったことは心が

けております。あと今年も役場職員として、研修は何回かちゃんと計画してますので、そこに定期的に今言

われますコンプライアンスとか規律に従って仕事をするとか、年に何回かは確実に実施する、これをルール

化すべきだと思ってますので、そのことについては、年に１回か２回は必ず実施をするとこういうことでや

っていきたいと思っております。 



- 210 - 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  おっしゃるとおり、私も前も言いましたけど、上司の言葉の凡事徹底これをや

ればいいということでございますので、是非ともそういった教育並びに指導につきましてはお願い申し上げ

ます。午前中はこれで終わりたいと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ここで休憩いたします。午後は１時３０分より再開いたします。 

 

休憩 午前１１時５７分 

再開 午後 １時３０分 

 

◎議長（橋爪 和彦君）  休憩前に引き続き会議を開き、一般質問を再開いたします。５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  それでは午前中に引き続きまして質問を続けさせてきます。４点目につきまし

ては、人材の育成ということで、通告しております。人材の育成につきましては、もう機械がやるんじゃな

くて、人がやることございます。そういったところで、今回の小中学校の児童・生徒の育成についてでござ

いますけれども、本町の教育振興計画には、生きる力をはぐくむという言葉で掲げてありまして、特に基礎

学力と会話力を身につけさせるということでございます。そういったことを、この義務教育間３年間でやる

ということでございますけれども、具体的に、これの向上策については、どのようなことで進められるんで

しょうか。お願い申しあげます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  それでは答弁したいと思います。基礎学力と対話力というところで御質問ござい

ました。基本的には、来年度の事業につきましては、これは予算化されておりますが、今まで本年度も続け

ておりました指導主事の活用を中心に、校内の授業改善等を進めていきたいと考えております。来年度の事

業につきましては、これは毎年でございますが、課題があって、それを解決するためにするわけでございま

して、本年度も学力面では基礎学力では全国あるいは県よりも、やや下回るという結果も出ておりますので、

そこら付近も十分注意しながら、授業改善を進めていこうと思っております。以上です。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  そういったところで、個々の能力もさることながら、教育長の話では底上げを

図るということで、全体的に取り組むということでございました。また町の方の施策につきましても、加え

て英語力を身につけさせるということでございます。選挙中でございますけれども、現職の蒲島知事も英語

力日本一ということで掲げて、教育面にはかかげてございますけれども、そういった英語力の力を身につけ

させるために、中教審から、今日の新聞でございますかね、時間短縮でやるということでございますので、

その英語につきましては、どういったことで取り組みを考えておりますか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  英語教育につきましては、グローバル人材の育成とか、そういうところで教育問

題でも話題があるところでございます。本町におきましては、平成２８年度は、まず小学校の英語教育の充

実について、来年度から重点的に取り組みたいと思っております。２月に、あさぎり町教育フェスティバル

の折には、小学生が英語の発表を行いましたが、その中では発音って言いますか、そういうものに課題があ

る、そういうのを感じたところでございます。具体的には今年の８月、来年度でございますが、８月の夏休

みにはＡＬＴ等を活用しながら、小学校の全職員の先生方、本年度で賄うかどうか分かりませんが、約９０

名小学校には職員がおりますが、できれば本年度１回、できなければ２年間に渡って、数日間に渡って、小

学校の先生を対象にした、英語力指導力の向上の研修会をしたいと思っております。またＡＬＴを３人配置



- 211 - 

しておりますので、各学校での受け入れ体制の改善も今年から、教育委員会から学校の方に強くお願いして、

ＡＬＴとふれあう時間帯、そういう場面・場所等を改善するように指導していきたいと思っております。以

上です。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  そういった取り組みは非常に嬉しいことですが、ただ現在は、ゆとりある学習

の中でやられておるということで、そういった時間の制限があるんじゃないかと思います。その時間のとり

方につきましては、どういった考え方でやられますか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  時間につきましては、現在の中教審等で討議されておりますが、新たに英語が

３・４年生で１時間、それから５・６年生では昨年度までは３時間という案でございましたが、今は２時間。

新たに３時間が小学校に時間増になります。それをどうしていくか、これも大きな課題でございます。色々

試案では、例えば朝の自習の時間がございますが、その時間１５分間の時間を３日間とると４５分になりま

す。１時間というふうにカウントしていいようになっています。そういうふうに細切れに取っていくとか、

そういう案が出されております。本町におきましても、今後そういう平成３２年度の移行を見据えて活動推

進していかなければなりませんが、時間等のとり方についても、今申し上げましたような細やかな工夫をし

ながら、確保していければと思っております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  確かに学校の時間割の中では、非常に厳しいだろうということを聞いておりま

す。それでございますけれども、教育は今後地域を巻き込んでいかなければならないと思います。ですから、

そういったことを考えて、ボランティア学習塾なるもので、当町では英語教室あたりを開催されております。

そういった人材を生かしながら、子ども達に日頃から触れさせる場を設けさせたらなと思っておりますけれ

ども、教育委員会ではどうでしょうか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  午前中の中で、有償ボランティアとか、そういうことが話題になりましたが、現

段階では教育委員会では、そういう機会が持てればいいなというのは思っております。現在は小学校５年生

を対象にまるまる英語キャンプっていうのを行っております。そのまるまる英語キャンプの改善等について

も、夏休みにしなければならないか、ＡＬＴが交代期になるもんですから、時期等も含めて通年を通して土

曜日にやるとか、色んなこと等も現在検討中でございます。今御指摘がありましたように、色んな機会を通

しながら、英語力の向上を図っていければと思っています。そこを通して、あさぎり町の教育というのを、

午前中町長の答弁でございましたが、差別化と言いますか、特徴を持たせると言いますか、そういう方向に

進めていきたいと考えております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  そういうお考えがあるということでお聞きします。先ほど出てます、中教審の

１２月の答申におきましても、生涯学習社会を構築するようにということで出ておりますので、是非とも将

来は、そういった方向に導いていただければと思います。次の質問に移りたいと思います。食文化のことに

つきまして通告しておりましたので、それについて御質問申し上げたいと思います。地域の食文化を活かし、

地産地消による食育推進の取り組みについてということでございます。食育は生きる上での基本であり知

育・徳育・体育の基礎と位置づけゆえ、知・徳・体であるという基本計画の礎であります。地域の食文化に

おいては、２月にせきれい館におきまして、食と農のフォーラムが開催されています。御存じかと思います

けれども、旧深田村時代よりも２０年以上続く、地域の農業者、婦人会、食改グループ、各種団体の共催に
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おいて小・中学生の食と農の発表と交流があり、伝統的な行事であると思っております。町としての関わり

は、共催で補助金等の支出はしておりますが、今後は食育推進計画は、町の総合計画の中において、生活を

通じた食の推進って、各課連携のもとに計画がなされてるようでございます。しかし、今後の子どもも大人

も含めた、食のあり方につきましては、もっともっと町が地域を囲い込んでするべきじゃないかと思います

ので、仮といたしまして、食育条例というものを、町の基本理念、町の責任に、町民の役割を明確にし、ま

た食育分野においてもお願いし、食に関する体制の充実に努めることが、大切ではないかと思っております

ので、今御提案申しあげることでございますが、町長の考えはどうでしょうか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  提案いただきました食に関する規約、条例等をつくって、もっと攻めたいんじゃな

いかということですよね。色々と取り組んでいますし、今方針でも述べてますように１５歳までに、自分で

食事を作るプログラムを２８年度から取り組むということもしております。そういうことをやってますので、

そういったもっと、今後ともこういうふうにやっていくという意味でも、規約とかつくっていくことまでい

るかどうかについては、もう少し検討させて頂けばなと思います。今後、子ども大人も全体的に、健康にす

る食事は大事だと思ってますから、そういう中の一つとして、どういうふうに扱かえるか、もう少し調査・

研究していきたいと思うところでございます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  これにつきましては、最初の質問の中に町長が、あさぎり町を発信する目印と

することに関しては、特に農業県の、また球磨地域の農業産地として、１番取り組みやすいことじゃないか

なということで、提案申しあげることでます。町長も参加していらっしゃるとおり、非常に好評であったし、

自身もこれはいいことだなということで、お認めになっておりましたので、この件につきましては、私ども

議会も協力いたしたいと思いますので、是非とも進めていただいて、そういったところの逆に町外に発信し

て、あさぎり町に住んでいただくような、そういった食育のあり方に努めていただけると思います。次に通

告しております、小学校の部活の社会体育移行についてでございます。これにつきましては、９月の定例議

会におきまして質問をいたしましたし、１２月の定例会におきまして、委員会の設置条例を議決させたとこ

でございますが、その後５回ほど、熊本日日新聞におきまして、それぞれの部活動のあり方について報道が

なされておりました。１回設置後、近ごろになりまして、熊本市の方が独自の路線でやるということで方針

を打ち出しております。あさぎり町におきましては、一応委員会を設置いたしておりますけれども、熊本市

が独自な方針を打ち出したのと、あさぎり町の五つの小学校の状態を見ますと、逆にあさぎり町の方が、先

にそういった独自の方針を出した方がよかったんじゃないかと。申しますのは、今の部活動の中に、先生方

の時間を見ますと今の方が環境がいいと、私は認識しております。そういったところがありましたもんです

から、移行につきまして、再度あさぎり町の教育委員会または町長を含めて熊本市が方針を展開したことに

ついて、どう思っていらっしゃるのか、意見を伺いたいと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  まず第１点目の、熊本市との比較でございますが、熊本市は御存じの通り、政令

指定都市になりまして、職員の任用も、市教委が行いますし、服務監督の権限ございます。残りの市町村の

教育、小・中学校の教職員につきましては、いわゆる任命、雇ったりあるいは辞めさせたり、そういう任免

権は県の教育委員会がもっておりまして、市町村は服務監督そういう権限を有しております。そういうよう

な、雇用体制と言うんでしょうか、そういう中で、考える内容となっておりまして、具体的に申し上げます

と、熊本県の教育委員会は、部活動を認めないとしますので、熊本市以外の小学校の教職員が、勤務時間内

で部活動することはできないというようなことになります。熊本市は、また独自に先ほど申し上げましたよ
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うに、任命権持っておりますので、熊本市については部活動認めるということですので、熊本市の小学校の

職員は、勤務時間内に部活動できる。そこら付近が、根本的に取り組む違いがございます。現在、あさぎり

町の部活動の状況ですが、五つの小学校では、六つの協議がなされております。そのうち四つについては、

ふれあいスポーツクラブとか、あるいは民間のスポーツ団体でも行われております。具体的にバレーボール、

バスケット、陸上、サッカー他の部活動の中にあって、現在、子ども達が同じ競技ができないというのがソ

フトボール、これは現在のふれあいスポーツクラブ等でも行っておりません。水泳につきましては、民間で

すが、おおがスイミングクラブがありますので、それも社会体育っていうふうに捉えれば、そういうのがご

ざいます。大まかに言いますと、ソフトボールもソフトボール協会にお願いすればできないことありません

ので、現段階でスポーツ総合型地域スポーツクラブ、いわいる、ふれあいスポーツクラブ、あるいは民間の

スポーツクラブへの受け皿はできているのではないかというふうに考えております。民間の受け皿という点

でも、課題がございまして、今の六つの競技言いましたが、その社会体育の競技を、どこまで社会体育と考

えるのかっていう、そういうのも今、課題でもございます。現段階では、あさぎり町の社会施設を使う団体

のうち、いわいる減免を受けている団体が１５ほどあります。そういう、ふれあいスポーツクラブ、あるい

は民間の運動クラブ等につきましては、また今後色々とお願いができる部分があるのではないかというふう

にも思っております。さらには、減免を受けてないクラブ等もございまして、例えば、ダンスは社会体育か

どうかとか、ほかに競技を考えていきますと、たくさんの競技が出てまいります。教育委員会の内部でも検

討会を数回持ちました。色んな課題等も集約しておりますが、その中でも、いわゆる社会体育の種目って言

いますか、どこまでかとか、それも一つ話題になっております。社会体育の受け皿と言った時に、どこら付

近までを受け皿というのか、あるいはそれに教育委員会がどう関わっていけばいいのか、段階でも元に返り

ますが、部活動から社会体育への移行ということになりますが、現段階でも、あさぎり町におきましても、

部活動と社会体育は平行して行われています。例えば、小学校のソフトボールに入ってて、スポーツクラブ

では民間のクラブでは野球をする。部活動でもサッカーをしながら、ふれあいスポーツクラブのサッカーを

する。現段階でも並行していってる状況ですので、そこら付近を含めてうまく移行していければと思ってお

ります。今日が第１回目の検討会を夜間に行いますが、ここからスタートするわけでございますが、スムー

ズにいくようにと思っております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ５番、森岡議員。 

○議員（５番 森岡 勉君）  そういったところの差別があるのは、我々地域としては不満があるわけでござ

いますけども、ただし出てくるかと思いますけど、保護者の方が今まで学校でしていただいたから安心であ

ったということでも大事だろうと思っております。それが受け皿を変えるということであれば、また色んな

問題が発生すると思います。そういったところで、本町の受け皿づくりと、それから指導者づくりと、色々

課題は山積するかと思いますけれども、安心して子どもが体育から離れない、体育も勉強の一環として、ま

た体力づくりとして必要であると思いますので、そういったことをちゃんと委員会の中でも、保護者の方も

出席されるだろうし、関係者の方々にも十分説明いただいて、ちゃんとした答申ができるように受け皿づく

りをお願い申し上げたいと思います。以上で、私の２８年度の町制の取り組みが、具現化されることをお祈

りしまして終わりたいと思います。お世話になりました。 

◎議長（橋爪 和彦君）  これで５番、森岡勉議員の一般質問を終わります。ここで森岡議員の質問事項につ

いて、小見田議員から類似の質問が提出されておりますので、発言を許可します。１１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  議長。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  １１番、小見田でございます。森岡議員に続きまして、類似質問としま
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して、小学校部活の社会体育移行について質問いたします。さっき質問答弁を聞いておりまして、この社会

体育に移行するということが、学校の先生方の負担軽減と過度になる活動の、それに対応するための社会体

育の移行と伺っております。インターネット等で部活というのを入れますと、ブラック部活というふうな表

現で、色々部活にあたる先生方の大変な勤務時間労働というのがこれは多分、中学校がメインだと思うんで

すけど、小学校においても、そのような状況にあって、このような県教育委員会の社会体育移行になったの

でしょうか。まずはそこを伺いたいと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  部活動の今回の移行につきましては、県教育委員会の見解の中に、小学校の教員

の今御指摘ございましたように多忙感を緩和する、そういうのも一つの理由に掲げてあります。それがどう

かという問題があります。今の御指摘のとおり、これは中学校ではご存知の通り土曜・日曜ない位に中体連

前は活動があってて教師の多忙感そういう一たんなってるのは事実でございます。小学校につきましては、

あさぎり町では部活動の指針ていうのをつくっております。その中で、大体どこの学校も週２回位です。土

曜日曜は試合がある時にはありますが、ない時が大半だろうと思います。そういうことで、あさぎり町に限

りましては、小学校での先生方の負担っていうのはこれはごく軽いのではないかというふうに今考えており

ます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  この中学校の勤務時間を見ますと、小学校はそうおっしゃいまして、小

学校の場合は９時位まで仕事をしているような状況が、書いてございまして、小学校の場合は、あさぎりの

場合は、そういう負担はごく軽いということでありますね。現場におられる先生方、こういう社会体育に移

行せざるを得ないというか、そういう訴え等は、現場のあさぎり町の小学校の先生方からはないわけですか

ね。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  教職員の多忙感の緩和と言いますか、色んな精神的な問題とか勤労的な問題、労

働安全の問題等で、県の教育委員会がアンケート調査とか聞き取りなんかを行っております。そういう中で、

県下全体では、中学校では圧倒的に自分の過労て言いますか、労働時間にすれば、とても働き過ぎていう、

そういう実態が出ています。小学校については、まだ話題にはなってはおりません。あさぎり町につきまし

ても、小学校からそういう問題が出たということがございません。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  １番心配しますのは、社会体育に移行する場合の、受け皿となりうる総

合型地域スポーツクラブとか、その指導者の養成・育成・確保だと思うんですけど、うちの家族も、そうい

うことに携わっておりまして、話を聞きますと、果たしてその指導者になるべき人が、その放課後の時間帯

に、仕事を持ってない人なら多分従事できるだろうけど、みんなそれぞれの仕事についてて、なかなかそう

いう暇はないんではなかろうかという、生の声を聞くわけなんですよね。実態として先生方にも、県の教育

委員会の意向としても、現場のあさぎりの学校の先生には、そんなに多忙感と言いますか、部活を受け持つ

限りの多忙感は、そんなには感じないし、受け皿としてのそういう指導者も果たして、３年の内に本当に放

課後の時間帯に来ていただく方が、実際見つかるのかという、その辺を考えます時に、現場を一番知ってる

先生方教育長あたり、今後３年間のうちに、県の教育委員会と色々話し合いを持たれていかれると思うんで

すよ。その時に現場のそういう実態を的確に訴えられまして、さっき森岡議員の質問にございましたけど、

政令都市と違いまして、県の教育委員会の意向には逆らえないのが、各市町村の教育委員会だとは存じてお

りますが、３年間の移行期間に元に覆すと言いますか、もうちょっと極端な社会体育移行ではなくて、内部
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の先生方と十分小学校の先生方と話されまして、折衷案と言いますか、そういう一番子どもにも無理がない、

親も安心して部活をやらせることができるというような、形に持っていくようなことは可能なんでしょうか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  先ほど社会体育への移行というところで、色々答弁行いましたが、内部での課題

の中でも大きな課題というのは、社会体育へ移行した場合には、例えばあさぎり町内で、免田地区である教

諭が夜間に行われるとか、土日行われるとか、そういう体制が通常でございます。そこに保護者が送り迎え

ができるかどうかとか、いわゆる経営的な問題とか、そういうのもたくさんあります。森岡議員から質問あ

りましたように、体育の振興の面で色んな問題で、またその中に格差の問題が入り込んできて、色んな心配

がなされるわけでございます。そこら付近も内部では案と言いますか、考えを持ってまして、さっきの部活

動の件に変わりますが、例えば教職員の勤務時間内には部活動はできませんが、名称を変えて例えば、任意

の体育をしたい子ども達を集めて、部活という名称ではないけども、運動活動とか、そういうのを設けるこ

とは可能というふうに県の教育委員会も示しておりますので、これも今日から始まります検討委員会の中で、

例えば、そういうようなとこを望む学校があれば、先生方に週２回ほど、勤務時間内に部活動ではない四季

を通じて競技内容を変えながら、運動の機会を継続していくっていうのは、そういうような方向で持てれる

んじゃないかというふうに考えております。学校の先生方がやりたいという方もおられるようですので、勤

務時間が終わった後に、いわゆる学校の職員じゃなくて、社会教育の１指導員として、そして社会教育の一

環として、学校の施設を使って行うことも可能であるというふうに聞いておりますので、今日からの検討委

員会の中で、そういう意向を聞きながら、体制づくりを進めていきたいと考えております。経済格差とある

いは家庭環境等が影響しないような、そういうような対策も十分考えていかなければならないと考えており

ます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  この新聞には南関町と高森町と美里町は、今現実に前向きに取り組んで

るというふうに書いておりました。そういう環境に恵まれたところは、そういうふうにできるんでしょうけ

ど、３年間本当に指導者の確保なんかに非常に難しいことであれば、さっき先生がおっしゃられたように、

ネット等にも内部にそういう部活に対する煩忙感はありながらも、いい部活を何とかしてつくりたいという

先生の声も、この中に入っておりますんで、その辺ところを協議されまして１番いい形で部活と言いますか、

別に言えばバランスのとれた体づくりというふうにありましたけど、そういう場を提供するような、協議を

是非とも３年間していただきまして、最善の策をとっていただきますよう期待いたします。これで終わりま

す。 

◎議長（橋爪 和彦君）  これで１１番、小見田議員の類似質問を終了いたします。次に、７番、豊永喜一議

員の一般質問を行います。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  議長。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  ７番、豊永でございます。任期中、最後の一般質問を行わせていただきます。

通告に従いまして、三つのことにつきまして、質問をさせていただきます。あさぎり町は、国と比較して半

世紀も前から人口減少に転じ、若い世代の流出などで、急速な高齢化社会を迎えています。町長も施政方針

の中で、子育て環境の充実ということで、家庭や地域、学校などで安心して楽しく子育てができる町づくり

を目指し、母子の健康づくりのための相談体制や就学児前児童の保育サービス、放課後児童対策の充実等に

取り組むと言われております。子育て支援は、重要であろうというふうに考えますが、将来ビジョンに向け

て、今後どう取り組んでいくのか、考えを伺います。 
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◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  先ほど豊永議員の方から言われましたように、どの町村もそうですけど、あさぎり

町においても人口が減少していくと、減少していってるということですね。一つ手元にある資料で話したい

んですけど、話す目的は何でかと言うことなんですけど、子ども達、中学生くらいになってくると、そうだ

と思うんですけど、この人口減の地方の状況、不安を持って見てるんだろうと思うんですよね。ですから私

は、特に心がけているのは、人口減は本当に怖いのかとそうじゃないというように努めて、努めて子ども達

には接していきたいと、日頃からずっと思ってます。これは議員の皆様も共通認識があると思うんですよね。

ですから、悲観的にこの人口減を議論しないようにしたいって思いますね。基本的に。でも、現実とは向き

合わなければいけない。そこで私調べてもらったのは、ゆっくり言いますからメモを取っていただければと

思います。何を言うかというと、球磨人吉の２００年以上前から人口減のポイント絞って言いますので、参

考になると思いますので、言いますね。江戸時代の享保６年ということになりますけど、享保６年というの

は１７２１年だそうです、西暦で、１７２１年。今から３００年位前になりますかね。人口がこの資料から

紐解いてもらったんですけど、４万５,４００人位、球磨人吉の人口４万５,４００人位、１７２１年享保６

年の球磨人吉の人口。これがどうなってくるかというと、江戸時代その後あんまり増えません、明治２年の

データがありまして、明治維新の頃の話なんですけど、明治２年１８６９年になってますけど、この時の人

口が球磨郡人吉５万３,４００人、となってますね。ここで１万人位増えるんですかね、この間。でも、期

間は１００何十年かかっての間に、１万ちょっと増えてるんですか。明治２年の１,８６９年に５万３,４０

０人位になってると。それが次に大正９年、１９２０年ですけども、ここから国税調査ということで、デー

タが出てきまして、ここからが国税調査としてのデータということで大正９年で何と１０万越えてます、１

０万８,０００人となってます。細かくは１０万８,０３０人となってます。１０万８,０３０人。これが今

度は、じゃどこがピークかと言うと、ここら辺になってくるとお分かりですけど、今日持ってるデータから

いけば、昭和３０年、１９５５年、これ数値で言いますと、国税調査から言いますと１５万７,２１５人な

ってます。球磨郡人吉の人口が、１５万７,２１５人。そして今２７年の状況でいきますと、２０１５年、

昨年、８万１,８４８人と、こういうふうな状況になってるということであります。何を私はここであえて

言いたいかというと、相良の７００年と言われてまして、日本遺産等々あがってきてますけど、歴史をつく

った時代、平安奈良時代からだと思うんですけど、そういうふうな時代があって、先ほど言いましたように、

江戸時代から始まって１００年位経ったところで、４万５,４００人位の人口ということですね。それから

明治の時にも５万３,４００人位ということで、こういう時代に球磨人吉の素晴らしい文化圏が、できてき

てるということなんですね。そういうことなんですよ。ですから、これからあと４０年後に５万人切るとか

切らんとか、人口統計なされてますけど、その位の人口でも十分、地域としては元気に動いていた時代があ

ったんだなということじゃないかなということを言いたかったんですね。あえて参考のために、こういった

話をさせていただきました。そこで先ほどのことに戻るわけですね。どういうふうに、今後子育てをやって

いくかということであります。この、あさぎり町まち・ひと・しごと総合戦略資料、今度の議会中に皆さん

方のお手元にお渡しすることになるということですけど、それの若者が住み続けるまちづくりというところ

に、これは後で届きますから、メモされんでもよかですけど、子どもの支援新制度事業として取り組みます。

それから、安心して受診できる医療体制を整備していきます。小・中連携による学力スポーツの向上を図っ

ていきます。それから、親育ちプログラム事業を進めていきます。子育て世帯包括支援センター事業進めて

いきます。それから、地域人材活用した学習による支援事業を進めていきますと。こういったところを今掲

げて、今後取り組んでいくということであります。そういうことで、いつか申し上げましたけども、こうい

ったことを、これから、これは方針でありますので、このなかから、さらに優先順位を高めてそれに向かっ
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て取り組んでいくということでいきたいと思っているとこでございます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  町長の方から球磨人吉の人口の歴史、大変貴重になりありがとうございまし

た。確かに人口減少に転じても、悲観することはないということで、大変希望の持てるような話であったん

ではなかろうかと思いますが、しかしながら世の中は、スピード化と言いますか、非常にせわしなく生きて

いるような状況でありまして、避けて通れない状況には間違いないというふうに思いますので、今、町長が

方針の中で示されました、私も（１）番でも出しておりますけれども、あさぎり町のまち・ひと・しごと創

生の総合戦略の中の若者が住み続けるまちづくりの具体的な事業と、期待される効果、町長が先ほどおっし

ゃいましたけれども、その中身について、説明していただければと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  ただいま議員からお尋ねの件ですが、若者が住み続けるまちづくりの具体

的な事業と効果ということですが、これについては、あさぎり町まち・ひと・しごと総合戦略の基本目標に

幸福な町をつくるの中の、若者が住み続けるまちづくりの中で、安心して子どもを産み育てることができる

環境づくりをつくるため、次世代育成支援行動計画に基づき、関係機関との連携を図りながら、総合的かつ

計画的に推進していきます。それから具体的な施策としましては、妊娠期から子どもの青年期に至るまでの、

子育ての悩みを相談できる窓口として、子育て世代包括支援センターの整備や、乳幼児から中学校３年生ま

での医療費助成など、子育てに伴う経済的な不安を解消するための支援、それから地元企業と連携した家族

や子どもに優しい企業、事業所づくりのための労務管理環境改善への協力、それから社会の変化や国際化に

対応した地域と一体となった学校づくり、ふるさとに自信や誇りが持てる教育の推進などを計画しておりま

す。以下、具体的な事業としましては、子ども子育て支援新制度事業や、子育て世代包括支援センター事業、

それから小中連携による学力、スポーツ向上などの事業を上げております。期待される効果としましては、

まち・ひと・しごと総合戦略につきましては、ＫＰＩというのを設けておりまして、これは重要業績評価指

標といいまして、子育て支援相談窓口の受付件数、これは年間２４件。それから不妊治療の補助件数を年１

０件、それから全国体力テスト、学力テストを県全国平均以上となるような目標を一応かかげております。

そういったことで、総合戦略に取り組むようにしております。それからまた、基本目標の２では、一つ目に、

幸福な町を全国に向けて発信するということで、若者があさぎり町に愛着を持つような町づくりの取り組み

として、若者向けのイベントや、年代別のライフスタイル提案などに取り組むこととしております。二つ目

の幸福を感じるための受け皿づくりでは、結婚対策事業や定住などの住まいに関する事業に取り組むことと

しております。以上、総合戦略の内容等について若干説明さしていただきました。あと、具体的な取り組み

については、各課から答弁したいというふうに思っておりますので、よろしくお願いします。 

◎議長（橋爪 和彦君）  各課からすっと。７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  初めて丁寧な説明を受けますので、感激をしておりますが、総体的一つの事

業ごとでも結構だろうというに思いますが、この計画は一応５年間ということで、具体的な事業の始まりが

２８年度からということで、先ほど数値目標あたりも言われましたけれども、これが５年間のうちに２８年

度すぐに事業を始めて、すぐ出るものなのかどうかお尋ねしたいと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  この総合戦略については、５年間の計画となっておりまして、色々な事業

をかかげておりますけれども、その中から、ピックアップをして事業に取り組んでいきます。そして１年間

してみて、その中でＰＤＣＡと言いますか、そういうところで評価を行いまして、本当にこれがその事業が

効果が上がったのか、そういったものを検証いたしまして、その結果をもとにしまして、その次の対策等を
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考えていくというふうなことで、この総合戦略はなっております。そのサイクルで１番有効な事業等を今後、

選定しながら、５年後に向けて、一応５年間となっておりますけれども、目標としては２０４０年、そちら

の方になりますので、そちらの目標に向かいまして、事業を進めていきたいというふうに思ってます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  ５年間というようなことで言われましたけれども、検証していくという話で

ありますので、今後その行方を見守ろうと思いますが、１件だけ数値目標の中で、子育て環境や、支援への

満足度というのがありますが、基準値の２１.４％、目標が２５％というふうにありますが、基本目標の幸

福の町をつくるのところ、数値目標。満足度が基準値の２１.４％、目標値２５％という、これの算出根拠

は何で出てるんですか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  これについては、私もはっきりこれというふうなことは言えませんが、子

育てに関することで、色々アンケートとか、そういったものをとっていまして、この２５％というのは、そ

ういった時にアンケートをとって、そして満足度とか、そういったものを把握することになるかというふう

に思ってます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  であるならば、満足度ですから、２割の方しか満足しとらんっていう話にな

ってくるんではなかろうかと、逆に言わせれば思うわけですよね。目標は２５％、４分の１の方しか支援に

対して満足ではないという捉え方もできるわけですよね。ですから、今の根拠は分からないという話であり

ましたけれども、これだけの事業を行って数値目標が４分の１しか満足しないという政策はあるんでしょう

か。私はちょっと違うような気がするんですが、いかがでしょうか。町長。 

●町長（愛甲 一典君）  今、目標値が基準値が２１.４で、そして目標値２５と、この数値から見れば伸び

率は少ないということであります。ただ最低クリア目標ということで、入れるということでありましたので、

であればということで、したとこであります。ですから、こういう数値で満足すべきものじゃないと思いま

すので、あんまりその何て言いますか、政策が見える中で、数字だけ上げるなということで、ちょっと少し

数字的には安全度を見たということであるようですので、これでターゲットをそのまま目標におくのじゃ、

ちょっと低過ぎるという認識であります。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  せっかく政策目標を掲げられてやるなら、高い目標を持って進むべきと思い

ますので、是非そこのところはもう少し各課連携をとられて、そこら付近の根拠を明確にしながら、やって

いただければと思います。そういうことで、２番目の質問に移らせていただきます。子ども医療費助成事業

の効果と課題はということで質問をさせていただきますが、このことにつきましては、本議会でも補正、当

初予算審議の中で、何名の方からか議員の方からも質問がありましたけれども、議会の方でも議会報告会及

びＰＴＡと意見交換会の中で、子ども医療費に対しまして、非常に多くの意見がありました。少しばかり紹

介をさせていただきますと、要するに支払い方法で今まで現物給付から、今度は償還払いに変わったという

ことが、手続上と言いますか、それがまた元に戻せないかとか、それから、そういったことで現物給付費に

戻してほしいということと、子ども医療費の申請が６カ月に延長できないかとか、子ども医療費の中のどの

部分が削減されて分析をしているのかとか、色んな意見が出ました。そういったことで今回、それを受けて

っていうわけでありませんけれども、そういった一部の方の意見もあるということで、その中でこの制度の

効果と課題について、お尋ねしたいと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町民課長。 
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●町民課長（宮原 恵美子さん）  子ども医療費助成事業の効果と課題ということで、御質問いただいており

ますけれども、まず効果につきましては償還払いへ制度変更させていただいておりまして、対象年齢を中学

生３年生まで、小学６年生から中学３年生まで引き上げをさせていただきました。その中で医療費が大きく

増加になるだろうということで、思っておりましたところ、これが中学３年生まで上げましたけれども、医

療費自体は大きな削減になっているところでございます。また申請書につきましても、窓口にお出でいただ

いて申請書を書いていただいたりいたしますけれども、その中で医療費総額、それと個人の負担金額ってい

うのを、それぞれに書いていただくんですけれども、そこで医療費がこれ位かかっていて、その中で御本人

さんが今現在、御負担いただいている金額が、これだけですよというのを御確認いただけるということで、

御自分たちが子どもさんの医療費がこんなにかかってるんだ、病院にかかれば、こんなにかかるんだという

ようなことで、御確認をいただくということで、そういったことが原因かなとは考えるところが、休日受診

とか夜間の受診という件数が随分減ってきているというふうに思われるところが、大きな効果かなというふ

うに考えております。また、課題ということでございますけれども、先ほど豊永議員の方から、それぞれ意

見が出たというようなことで、とにかく支払い方法とか、そういったものが手続が面倒だということもあっ

たりするんだろうと思います。ただ、そういったことに対しましても町としても、時間外の申請の受け付け

の対応をやったりとか、土曜日曜祝祭日も申請書を受け付けたり、また毎週木曜日は夜７時まで時間の延長

させていただいたりというようなことで、いつでも受付はできますよということをさせていただいておりま

す。また、すぐにでもお金がどうしても必要だと言われる方には、即日払いまた翌日払いっていうふうな形

をとりまして、一旦病院でお支払いいただくんですけれども、窓口にお出でいただいて、申請いただければ、

その日のうちに、医療費を支払いさせていただくというような、そういう制度もやっておりますので、なか

なかそういったところの周知が、まだできていない分が大きな課題でもあるかなと思っております。さらに

そういったところを周知等も含めて進めていきたいと思っております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  対応は現行制度に基づいたところでの対応というこで、確かに休日木曜日あ

たりは夜間までということで対応されているようでございますが、話がありましたのが、例えば病院に行き

たくても、お金がないから行けないという話もあったわけですよね。そういった時の対応というのは、どう

いうふうにされていますか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町民課長。 

●町民課長（宮原 恵美子さん）  申し訳ありません。お金がなくて、子どもさんを病院に連れて行けないと

言われる方への対応というのを、特に町がどうこうと言うのはやっておりません。子育てをしていく上で、

いつ子どもっていうのは、病気になるか分かりません。そういったことのためには、ある程度はご家庭でも、

そういった救急な場合に利用できる位のお金の準備とかはしておいていただきたいなというのが、思いでは

あるんですけれども、なかなか生活上、厳しいっていうところはあるかと思うんですけれども、とにかく一

たん病院の方に受診はしていただいて、病院の方に御相談いただくっていうことも一つのやり方かなという

ふうに思うところがあります。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  支援策の一つとして、こういう助成制度があるわけですけれども、先ほど効

果と課題という話をしましたけれども、私はそういう対策も先ほど相談窓口という話がありましたけれども、

そういった中に含めて欲しいわけですよね。結局、助成対象になるのに、結局現金でなからんば、さしより

行かれんという話であろうかというふうに思いますが、そういった経済的な負担と言いますか、なかった時

に困った時に、対応できるようなところも一つは要るんではなかろうかというふうに思いますけれども、今、
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現行制度の中では、できないという話でありますので、課題として上げていただいて、改革できるところは

改革してもいいんではなかろうかというふうに私は思いますが、町長はいかがお考えでしょうか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  この子ども医療については、本当に私たちも慎重に実施提案するにあたっては、色

んな検討しました。議員さん達からも色々意見をいただいて、医療費がどんどん膨れ上がっていくことにつ

いては、歯止めが必要だなということと、中学まで無料化するということと、含めて行うことによって、保

護者の理解も得られるんじゃないかということで実施したんですね。結果、今指摘があったように保護者の

方から言われてます。私も昨年選挙するにあたって、色々意見聞く段階で同じことと言われました。ただ、

どういうやり方が今後改善点になるかっていうのは検討する必要があるなと思ってますけど、この制度その

ものを完全に何も知らないうちに自動的に病院に行けるということじゃないんだろうと思うんですね、ここ

んとこはちゃんと理解していただきながら、あと保護者の方が、そこまでやっていけるんだったら、一緒に

やろうというどう見出していくかと思ってます。ただ今日の段階でって言いますかね、ここで私も同じよう

に議員さん達が、保護者の皆さんの向き合って言われて私も受けてますので、ずっとこれ頭の中には、ある

んですよね。何らかの解決策はないかなと。ですから、今日、豊永議員からもこういう質疑受けてますけど、

議員さん達みんな共通認識だろうと思いますので、より工夫はないか、これは検討してみたいと思います。

今日の段階では、これでいきたいという案はまだ持ってないということです。 

●町長（愛甲 一典君）  福祉課長。 

●福祉課長（小見田 文男君）  先ほどの質問で、その窓口となるところ、福祉課のサイドから言わせていた

だければ、今、社会情勢もこういう厳しい状態ということで、生活困窮者とか極端に言えば、生活保護とい

う受付っちゅうか、それは福祉課が窓口となっておりますので、そういうことがありましたら、相談に乗り

たいということで、窓口に生活保護とか生活困窮者、そういう窓口は福祉課としては持っているというとこ

でございます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  是非、町長を言われましたように、検討していただいて、できれば各課連携

していただいて、是非改善できるところは改善して、少しでも町民のためになるようなことで、是非お願い

したいと思います。次に３番目に移らせていただきたいと思いますけれども、これも非常に財源的に厳しい

折に、余りこういう提案はいいのかどうか分かりませんけれども、学校給食費の無料化の考えはということ

でどうなのかという話でさせていただきたいというふうに思います。子育ては経済的に大変ということで、

子ども医療費も幼児に多いと、給食費は非常に家計に響くという意見がございます。子育てに伴う経済的な

不安を解消するための支援として、学校給食費の無料化の考えはないのかお尋ねをいたします。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  保護者の皆さんの状況を思う時に、ぐらっとくる気持ちはありますけど、でも、こ

こは子どもの給食費は何とか頑張っていただきたいとこういう思いが強くありますので、私はここを無料化

に向けては、そう簡単には色々財政面とかで考えた時に難しいと思います。１点はそう思います。２点目は

これ一度今整理しようと思いますけど、球磨郡の町村間での近隣町村と比べて、色んな施策があって子ども

を育てるのが多いんですよ。あさぎりは結構、全体的に見れば支援してるというように見えてくるんですよ

ね。ですから、今そこのところをもう少し、分かりやすく整理をして、もっと周知していこうということで

動いてますので、そういったことで理解を得ていきたいと思っております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  財政的には大変厳しいものがあるということで、ただ、今給食センターから
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いただいた資料によりますと、１食当たりの給食単価が小学生で２３６円、中学校で２８１円、結局町から

補助金が月額１５０円は出とっとですよね、小・中学校。小学校の個人負担金が３,８００円、中学生が４,

５００円、月額で。そういうことで、結局、保護者負担分が小学校中学校合わせて約６,１００万あるわけ

ですけれども、そのうち町の補助として、２７年度の見込みで２２８万７,０００円。２８年度当初予算が

２３６万６,０００ということで全然助成はしてないということでありますけれども、この部分のあたりが、

先ほど町長が近隣自治体の話をされましたけれども、近隣自治体の状況というのは把握されていますか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育課長。 

●教育課長（甲斐 龍馬君）  人吉球磨管内におけますところの給食費の状況について、教育課の方で把握い

たしております。概要だけ少し報告したいと思います。なかには自治体の首長選挙等で公約等にも上げてお

られるところもございますので、今年の２月現在での概要ということで報告させていただきます。まず、給

食費の全額補助をされている自治体は二つございます。それと全く補助金がないという自治体が４自治体、

ただこの自治体の中には、米代のみ町から負担しますという自治体が一つございます。その残りの自治体に

ついては、何らかの形で一部助成をしていらっしゃるという状況でございます。ちなみに本町におきまして

は、先ほど議員からのお話もありましたとおり、月額１５０円の助成をすることと一緒に、給食費の口座振

替の方を推進しておりますことから、口座振替手数料につきましては、町で負担をしているという状況です。

これに合わせた補助金というのは１８万７,０００円ほどでございますけれども、ほかの自治体がやってい

ない助成もやっているということです。給食費については以上でございますけれども、先ほど町長の方から

管内のその他の助成についても、色々把握してみたいということでございました。現段階で把握している部

分だけ、少しおつなぎをしておきたいと思います。修学旅行の補助金にこれもございますし、本町が実施し

ております部分で、ほかの自治体がやっていないというのは結構ございます。修学旅行の補助金につきまし

ては、３自治体が補助していない。本町はしております。それと部活動運営費補助金、これにつきましては

３団体が補助していない。それと各種大会補助金というのがございます。これは九州大会以上とか全国大会

に出場した場合の補助金ということですけれども、これについては１団体が補助していない。それと文化鑑

賞補助金というのがございます。これは小・中学校で色んな文化を広めるための鑑賞会ということに対する

費用でございますけれども、これについてはしている自治体が本町も含めて３自治体。それとその他にも、

例えば、高校の通学費に補助とかございますけれども、本町につきましては、子ども育成奨励支援金という

ことで、３分の２の助成をしているという状況でございます。ですから、ほかの自治体がしていて、本町が

していないというのは、まず通学費補助だけで、ほかのところは全部本町はやっているということでほかの

自治体に比較しますと、児童生徒に対する助成制度には十分拡充をしているというふうに考えております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  知らないことも大変多くてあれですけれども、今回の学校給食費の無料化の

考えて言いますのは、町長も言われましたように、ようするに地方創生は市町村の競争なんだということで、

特徴あるまちづくりで、結局何と言いますか、子育てしやすい環境ということを言いたかったんですが、今

説明を聞きますと、なぜこれだけの支援をして意外と知られていないというか、当たり前で受け取っておら

るのかよく分かりませんけれども、非常にＰＲが不足してるんではなかかなという気分がしてるんですけど、

そこら付近のどうでしょうか、保護者の考え方というのは、なんか、その状況は分かりますか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育課長。 

●教育課長（甲斐 龍馬君）  学校給食費につきましては、運営委員会等の中でも色々議論がされまして、確

かに町がそれだけ助成してるのを知っている保護者が何人いるのかなというお話もございました。そういっ

たことで、執行部といたしますれば、先ほど申し上げた、ほかの助成金を含めまして、ＰＴＡ総会等でこれ
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は保護者の方に周知をしていく、ＰＲをしていくという手法をとっていきたいと思います。今までも給食費

等への助成というのは、ＰＴＡ総会等でも決算報告しますし、お話をしてきているんですけれども、それが

当たり前だというような認識に捉えられがちでございますので、再度その付近については総会等で周知をＰ

Ｒをしていくというな方向とらせていただきたい思っております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ８番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  是非、そういったことで周知も取り組んでいただいて、理解を深めるという

ことでお願いをしたいと思います。子育て支援の１番最終になりますけれども、支援策と言えるかどうか分

かりませんけれども、お尋ねをしたいというふうに思います。定住化促進として、空き家付農地の特例を出

来ないかということで書いておりますけれども、これにつきましては、農業委員会の方が１０月末に島根県

邑南町と雲南市の農業委員会へ視察研修していたことが、１２月昨今の農業委員会だよりに掲載をされてお

りました。島根県邑南町は日本一の子育て村をスローガンに、住宅あっせんや中学生までの医療費免除など、

町の各方面が協力して、町外からの移住者を増やし、人口減少を抑える方向へと尽力をされております。雲

南市では宅地のそばにあるような面積の小さい農地や小規模な経営の方が離農された後に、残った農地など

を空き家付き農地として特例を設けて取り扱い、従来の制度では最低面積での農地を取得できなかった人で

も、住宅に付随する形で農地が得られるように、されていると書いてあります。４人の委員の方が研修報告

をされており、いずれの方も人口減少を心配し、１日も早い対策を願っているということが書いてありまし

た。大林事務局長も研修に動向されておりますけれども、その際の研修報告ではありませんが、いい事例を

報告していただければと思いますが。 

◎議長（橋爪 和彦君）  大林農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（大林 弘幸）  空き家付きということで、議員から農業委員会に発言の機会を与えて

いただきましてありがとうございます。まず、一般的に農地を取得する場合、借りたりする場合の状況につ

いて説明いたしまして、今後、議員がおっしゃた研修内容のとおりでございますけども、農業委員会として

考えている取り組みの内容についてお話したいと思います。農地を取得する場合には農地法第３条第２項第

５号によりまして、下限面積というのがあります。これは５０アール五反以上の農地を耕作することができ

る方で、農地法第３条により取得した農地等については、条件としては最低３年間は自分で耕作することも

義務づけられておりますので、農業に携わる方以外の方は、農地を勝手に取得することはできないようにな

っております。取得する場合は、３条の申請によってすることになるかと思います。そのため空き家に、た

またま隣接している農地だけが耕作放棄地となる懸念があります。農業委員会としましては、先ほど議員が

おっしゃいましたように、１０月２９から３０にかけて、邑南町と雲南市へ行かせていただきまして、全国

でも先駆けて１アール以上の農地を空き家対策として、一緒に取り組まれたということで、研修を受けてま

いりました。内容についてはさっきの１２月の農業委員会だよりにも書いてありましたけども、議員さんが

報告した内容とほぼ同じでありますけども、実感としては、子どもの子育て対策も含めて、しっかりと邑南

町も雲南市もされておりまして、雲南市につきましては、あさぎり町から農地面積からすれば２倍から３倍

位あります。人口もあさぎり町の３倍位あるんですけども、その中で１アール以上、最小面積１４４平米が

最小面積だったということで、１アール以上という農地付きの地番を洗い出しまして、確か対象が７筆位あ

ったんではないかな、７件位ですね、１３筆の７件位あったかと思います。そういったものを指定地番とし

て取り上げていただいて、その対策に乗り出したということで、それだけ大きな市であっても、わずかな面

積だったというふうに、件数だったので、あさぎり町としましても２７年度に総務課の方で空き家調査を行

っておりますので、そのデータをもとに、その空き家の所有者の方で、たまたま農地を所有されてる方の意

向を調査を行いまして、その空き家の処分とあわせて、その農地を売りたいとか、そういう希望者の方を調
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べる予定でございます。この事業対策につきましては、ＵＩターンの方を取り入れる目的も一つありますの

で、商工観光課の定住促進、空き家活用プロジェクト事業との調整も必要になってくるかと思います。ただ、

先ほど言いましたように、あさぎり町でどれ位の対象者の方がいらっしゃるか、またそれを売ってもいいよ

という方が、手放してもいいという方がある物件が、どれ位あるかはちょっと調べてみないと分かりません

ので、まずはその調査を進めていきたいというふうに考えております。それと並行しまして、同じく農地法

の施行規則第１７条の第１項によりまして、今言いました下限面積が５０アールということがあさぎり町は

なっておりますが、その面積の設定を農業委員会の中から様々な意見がありまして、ちょっと下げてもいい

んではないかと検討してくれということでも出ております。それもあわせて、それを一緒に検討したいと思

っておりますけども、あさぎり町におきましては、人吉球磨のなかでも基盤整備が進んでおりまして、経営

規模が大きいということで、まず１件当たりの所有面積が１町を超えますので、設定が指定しないとできな

いのかなというふうにも考えております。これはまだ、その検討の段階でどういうふうにしていくかは、今

後含めて考えていきたいと思っておりますんで、空き家付きの農地については、耕作放棄地の一環にもなり

ますんで、是非農業委員会としては、対象者がどうあれ１件でもあればそれを進めていきたいなというふう

に考えております。以上です。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  空き家については、対象者調査については、今後調べないと分からないとい

う話でありますが、下限面積が、あさぎり町は５０アール以上ということでありますが、近隣自治体の下限

面積というのは分かりますか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（大林 弘幸）  私がちょっと、ここにすぐ出せないんですけども、人吉球磨管内では

５市町村位が下限面積を５０アール以外、最小で１０アール大体４０の間に設定されているところがありま

す。それは人吉市も含まれておりますが、主に山間部の村が入っております。町については、なかなかそう

いった検討されておるところもあって、実際３０アールとか定めていらっしゃるところもあります。ただ先

ほど言いましたように、あさぎり町の場合は基盤整備の関係で、例えば地域指定、例えば免田地区だけをそ

ういうふうにするとか、そういうふうな方向では、可能なのかなということで、これもちょっと調べてみな

いと分からないんですけども、そういったところも含めて検討していきたいというふうに考えております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  この下限面積についても、安易には出来ないでしょうから、よく検討されて

是非農業委員会の方でも検討をお願いしたいと思います。商工観光課長にお尋ねしますが、今の話を聞いて

いただいて、定住化促進の対策として、これも一つの手だろうというふうに思いますが、どういうふうなお

考えでしょうか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（恒松 倉基君）  定住促進と言いますか、移住にも絡むかと思います。ただ、定住と言うの

が、商工観光課でやってるのが仕事の場の確保というような面から、定住というようなことを今、仕事とし

てやってきたところですが、今後この空き家が出てきた場合にはそれを住環境の部分の情報提供していくと

いうようなことで、商工観光課で考えてきたところです。定住ということを、広い意味、広義的に考えます

と町でする事業は、全て定住じゃないかなというふうに考えてます。何でかと言いますと、要するに子育て

環境の整備をする、それから住みやすい町をつくる、道路をきれいにするとか、ライフラインをちゃんと整

備するとかいうこと全般が、定住ということでございますので、全てがうちでは商工観光課で対応できると

いうのは、ちょっと重荷かなというふうに考えております。移住とか定住とかいう部分で、住環境の情報提
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供というような部分も若干お話させていただきますと、今、県の方で空き家対策の戦略会議みたいなものを

設置されまして、そこのあさぎり町はメンバーとして入っております。さっきも申しましたとおりでござい

ますが、その中で県の方で、県の土地・建物の取引の事業者の団体の方と、県の方と包括的な協定を結ぶと、

そのあとに自治体の中にある事業者さんとかと、個別協定を結んでいくというようなことになります。県の

方が本年度中に結びたいというような、包括協定を結びたいというようなことでしたが、まだその情報がが

っつり入ってきてませんので、若干先送りになってるのかなと思いますが、来年度位になりますと、町と町

の事業者さんと土地建物の事業者さんと協定を結ぶというような、段階に入っていくのかなと思います。こ

れがないと民業圧迫、町が住環境の情報提供をしていくということから、民業圧迫になるというようなこと

ですので、業者さんと町と役割分担を決めて、協定をするというようなことで、その段階において情報提供

が住民の方、または移住者の方に情報提供していくというような運びになろうかなというふうに考えており

ます。空き家付き農地の場合にも、それにのっとった方法で手続をしていくべきじゃないかなというふうに

考えております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  定住促進ということで、色んな広義的に色々あるというようなことでありま

すので、ただ、こういったことも一つの良い先進事例として、総合的に考えれば可能性的には非常にあるん

だろうというふうに思っております。家庭菜園されるとこも非常に増えておりますし、定年後こちらに帰っ

てくる可能性もありますので、そういった取り組みも、是非検討いただきたいというふうに思っております。

次の質問に。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ちょっと待って下さい。今７番議員の一般質問の途中ですが、ここで一たん休憩し

ます。 

 

休憩 午後 ２時５３分 

再開 午後 ３時０６分 

 

◎議長（橋爪 和彦君）  休憩前に引き続き、会議を開き一般質問を再開いたします。追加答弁の申し出があ

っておりますので、これを認めます。農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（大林 弘幸）  すいません、先ほどの雲南市の空き家付き農地の状況を、７件の１３

筆と申しましたけども、１３件の６４筆の間違えでした、すいません。その中で売買が成立したのが７件の

２１筆ということです。以上、訂正させていただきます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  福祉課長。 

●福祉課長（小見田 文男君）  子育て支援というところで、子育て環境や支援への満足度ということで、基

準値が２１.４％、それから目標値が２５.６％ということで、その段階じゃどこからということでございま

したけれども、これは福祉課が平成２７年度３月に次世代育成支援行動計画、福祉総合計画の中の一つです

けれども、その中で保護者の方に就学前と、それから就学児の保護者の方にアンケートをとりました。その

中での満足度ということで、今現在、満足度がやや高いと、満足度が高いっていうのが２１.４％でござい

ました。普通てお答えしていただいたのが４６.３％、これを合わせますと６６.７％ということでもござい

ます。先ほどから、教育課の色んな補助事業とか支援事業等もございます。福祉課もあります。色んなそう

いうところを、もう少しほんとに保護者の方に周知をして、この普通ってお答えになった方の、次の計画の

時には満足いくようにということを努めていきたいと思いますので、追加答弁とさせてもらいたいと思いま

す。 
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◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  それでは、次の質問に移らせていただきます。多面的機能支払交付金事業に

係る用排水路等の補修工事についてでございます。近年、異常気象の影響等で大雨による高土手の崩落等の

災害が増えております。場所によりましては、国の管轄、町道等も含まれますが、公共工事との区分の判断

基準と根拠をお尋ねいたします。 

◎議長（橋爪 和彦君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（片山 守君）  農林振興課の方で、多面的機能支払交付金事業につきましては、管轄をして

おりますので、私の方から説明をさせていただきたいと思います。災害による場合には、工事額が４０万未

満のものや、降雨による場合は最低２４時間雨量が、８０ミリを越えなければ対象となりません。災害等の

対象となった場合にも、農業施設の場合では通常６５％が補助率となっておりますので、あさぎり町の方で

はその補助残の５０％を受益者が負担するということで、農林振興課の方としましては、多面的機能支払の

交付金の方が有利であるという判断のもとに、まず多面的の交付金を利用していただくことを１番に考えて

おるところでございます。次に、国県の補助金を使うということで、これは農家負担が伴うという部分、そ

れから国県の補助金が使えないような災害につきましては、町の単独補助金を使って農家負担を伴うという

形で考えておりますので、判断基準という部分については非常に難しいと思っておりますが、多面的機能交

付金の部分が使えれば、できるだけそちらを使っていただくというような、判断で行っているところでござ

います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  今の話なんですが、多面的機能の事業につきましては、２７年度から広域化

ということで一本化になりましたけれども、今の話ですよね、今の工事、なんで多面的の方に行くのかとい

う話は、１度でも説明がありましたですかね。 

◎議長（橋爪 和彦君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（片山 守君）  その説明っていう部分については、私もその記憶はしておりませんので、何

とも申し上げにくいところでございますが、そういう話で、その災害の場合には多面的を使いますよという

部分については、確かに会議等で説明をはっきりしたということはないのかもしれません。担当者の方でそ

ういった部分については、代表者の方に相談をかけて、そういった形で行っているのが現状だと考えます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  みんなこういった災害時って言いますか、ほとんどの補修工事においても今

は多面的の方が使われるということは出てきているんですが、ほかの一般町民の方はこの工事は役場に言え

ば、どうにかしてくれるというのが、まだ非常に根強いですよね。今課長が言われたような、例えば４０未

満の工事について云々という話は、私も初めて聞きました。先ほど農家負担という話は、担当者が来られて、

災害時の云々という話をした時には出ましたけれども、それもちょっとおかしいなというふうに思っており

ます。例えば、建設省の土地である所の高土手が崩れて、それじゃ、どぎゃんすっとかいという話になった

時、応急処置ぐらいしか出来ないわけですよね、４０万以下ならば。ところが結局、それで止まれば問題は

ないんですけれども、私どもが次に恐るっとが２次災害なんですよね。そこが崩れてしまって、ちょこっと

応急処置をしたけれども、また起こってしまったと、そういうことが限りなく続けば、どうなるんだという

話ですよ。ですから、この判断基準と根拠をはっきりしていただかないと、なかなか取り組みづらいところ

もあるわけですよね。例えば、こういった小規模災害と言いますか、こういった所は、結局なかなか自分た

ちでやれて言われても、できない部分がありますので、外注工事になってしまうという部分もあるもんです

から、そこら付近は今一度お尋ねしたいんですが、その判断基準と根拠の部分、もう少し明確化はできない
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のかなというふうに思いますが、いかがですか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（片山 守君）  確かに判断基準と根拠については、明確化した方がいいというふうに思いま

す。ただ、これにつきましては、現場現場でそれぞれ違いますので、必要なものがあれば、今後色々話しな

がら検討していくということになるのかなというふうに考えております。非常にあいまいで申しわけないと

思ってるところでございますけれども、現場現場で考えていくしかないのかなというふうに考えているとこ

ろです。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  例えば、町道の下を通ってる管水路とかあるでしょう。あの辺りが陥没をし

て、どっちが原因なんだというとこが、はっきり分からないうちに、結局、こちらの方でやれというなこと

もあったわけですよね。原因を探るためには、何らかの手立てを、まず原因を探るため、本当はしなければ

ならんのですが、そういったことも出来ずにやれと言われれば、やってしまわんば、しょんなかたいとみた

いな話は、そういう工事が増えてるんではなかろうかと思うとですよね。確かにおしゃるとおり、役場の担

当者の方が現場に来られて、代表者と話して、結局正式な協議じゃなかっですよね。あっさり言うて。どう

しましょうかって。結局はどっちがすっとかいという話になってくるわけですね。そこら付近の判断基準を

原因が分からない、私どもって言えば、ごへいがあっとですが、よく分からないまま交渉してしまう部分が

あるもんですから、そこらあたりを明確化していかないと、今後これもまた交付金事業の一つでありますか

ら、問題視になるんではなかろうかというふうに思います。それと、これは任意組織でありますが、そうい

った工事についても結局同意が要るわけですよね、各構成員の。そこら付近の考え方はどう思われますか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（片山 守君）  同意取得については非常に面倒であるというふうに思われるのかなというふ

うに思っております。先ほど町がやるか組織がやるかっていう部分については、確かにおっしゃられること

も分かりますので、うちの方で再度、検討させていただきたいと思っておるところでございます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  是非、そこら辺りの整備を進めていただいて、協議って言いますか、そこら

ふきんの明確化をしていただいて、是非やりやすい事業にしていただきたいというふうに考えております。

よろしくお願いいたします。それでは最後の質問に移らせていただきます。あさぎり町地域農業再生協議会

のあり方についてでありますが、これは農水省は２月２５日の衆院予算委員会分科会で、生産調整の手法を

見直す予定の、２０１８年産以降の米政策について、引き続き地域農業再生協議会が主体となり、主食用米

の生産量などの判断をしていくとの方針を示したと、２月２６日付けの日本農業新聞の記事にあります。２

０１８年産以降も、基本的に存続するということで、２０１８年産以降も国が全国の米の需要見通しや、各

産地の米の販売状況などの情報を提供していくことを踏まえ、再生協議会が、地域の米の生産量や米以外の

品目の戦略的な生産ビジョンを再生協議会が主体的に判断する役割を担うことになります。今後も非常に重

要な組織になろうかというふうに思いますが、現在は規約に従って運営されているかどうかお尋ねいたしま

す。 

◎議長（橋爪 和彦君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（片山 守君）  一応、あさぎり町再生協議会ということで規約に従って運営されているかと

いうことでございます。まず１点だけでありますが、２月１７日に行われました、あさぎり町再生協議会の

臨時総会におきまして、議決を経ないで、再生協議会の臨時総会を通したということで議決をして、２月２

２日に水田営農推進協議会を計画しておりましたので、それまでに議決の必要があるということで、２月１
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９日に出席者に文書での議決という形で、議決をしていただいたということで、この分については規約に従

って運用していなかったというところで、非常に申しわけなく思っておるところでございます。当日、事務

局員も多数控えておりながら、議決をとるように進言しなかったということが、非常にまずかったなという

ふうに反省をしておりまして、その部分については、今後総会議案に沿った議決を行っていくということで、

この規約に従って運用していなかったということで、非常に反省をしているところでございます。以上です。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  臨時総会の件については、そういうことでありますけれども、その前に、ち

ょっとお尋ねをしたいというふうに思っておりますが、１６年度産米の生産目標というのがありますが、県

から町に配分があったというふうに思いますが、これを天草、合志、大津、菊陽町、あさぎり町、球磨村６

市町村、これを返納されてますよね、配分の削減ということで。これについて数量と自主削減と言いますか、

配分削減はこれは再生協議会の役員会もしくは総会あたりに諮ってやられたかどうか、ちょっとお尋ねした

いと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（片山 守君）  米の生産数量目標については、平成２７年１０月１９日付け、農産第４１８

号、平成２８年度米市町村別生産数量目標にかかる必要配分面積についてということで、数量の配分があっ

ております。一応、平成２７年１１月５日に数量配分については、再生協議会の会長である町長と協議して、

あさぎり町への生産数量配分について、減数ということで県に報告したところです。これについては、再生

協議会の事業ということで、本来ならば、臨時総会を開いて決定すべきではなかったのかという指摘があっ

ておりまして、確かに重要事項であって、これも再生協議会の臨時総会を開いてするべきであったかなとい

うふうに考えているところでございます 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  えらく素直に答弁をされるもんですから、ちょっと拍子抜けをしております

が、確かに、再生協議会の規約の中では、第４条第５項に、経営所得安定策対策の対象作物の生産数量目標

の設定に関することというふうになっていますので、是非こういったことは、事務局の方も数名おられて、

なぜ、会長である町長に進言ができなかったのかと、非常に不思議に思っております。数量の削減について

は、今の情勢についてはＷＣＳが非常に増えて水稲が約１００ヘクタール減ってるという現状を見れば分か

るんですが、ただ、こういった規約がある以上、手順を踏んでしないと、何もかんも疑ってしまうというこ

とになりますので、是非先ほども冒頭私が申し上げましたように、１８年産以降もこの再生協議会は継続す

るということでございますので、ここのところは是非間違わないように運営していただかないと、農家の方

は、これはいつ決まったとという話になってくるわけですよ。せっかくこういうやっぱり事業をやっていた

だかないと、今そういうことで是非お願いしたいと思います。会長である町長いかかでしょうか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  この再生協議会、私が会長ということで、先般初めての会を開催させていただきま

した。そういうことで、今担当課長が申したとおり、ちょっと進行上規約に沿わない進め方になっていたと

いうことでありました。この件については、今豊永議員からも指摘がありましたように、私もこれほんとに

規約に間違ってなくやってんのかということを、今後しっかり確認しながら、今回一部不手際があったこと

については反省して、詰めていきたいと思っております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  ７番、豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  是非そういうことお願いしまして、私の最後の一般質問を終わらせていただ

きます。 
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◎議長（橋爪 和彦君）  これで７番、豊永喜一議員の一般質問を終わります。 

◎議長（橋爪 和彦君）  次に、１１番、小見田和行議員の一般質問を行います。１１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  残り時間２５分２９秒ですので、残った質問をさせていただきます。町

有財産の利活用、整理・統廃合の基本方針と、今天草市のこの例を資料としてお配り申し上げたとこでござ

います。の策定関係条例の見直し整備についてを質問してまいります。２７年９月定例日において、町有財

産、これ遊休財産でございますが、民間企業の活用についても質問しており、仮称でありますが、公有財産

利活用所得処分等を広く民意に問う、運用検討委員会の設置を求めてまいりました。この１年、あさぎり町

におきまして、財産の運用について色々な意見が闘わされてまいりました。急速な人口減少や少子高齢化が

進展する中、今町にとって大切なのは対立ではなく、十分な対話、説明をもって地方創生に向け、協力し合

うことと思っております。では、通告に従って質問をさせていただきます。合併前の旧町村におきましては、

住民の安全性、利便性を追求し、各施設についてもフルセット主義、完結型で整備されておりました。合併

後の現在に至っては、過剰な施設もあるのが当然ではなかろうかと思います。解体、更地化するにも交付税

が減り、基金繰入で収支を整えざるを得ない現在のあさぎり町の財政状況では、なおさら維持管理費が重荷

となり、将来の負担が危惧されます。町民サービスの向上と行財政改革の観点からも、町有財産の効率的な

管理運営が望まれますが、これらについて基本的な考えをまずは伺いたいと思いますが、基本方針は策定し

てあるのかも、あわせてお尋ねいたします。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  認識は、小見田議員が言われれように、合併した町として様々な町の財産があると

いうことで、これをどう利活用するかっていうのは、大きな課題ほかの町村にもない、あさぎり町の課題の

大きな一つというふうに認識しております。そういう中で、所有財産も今後どのようにしていくかというこ

とにつきましての基本方針ということについては、まだ具体的にその形での方針は定めていないということ

であります。それに類するものは、少しずつ整備しようとしてますけど、まだ基本方針としての策定はまだ

もってない、今はそういう状況でございます。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  天草市を例えに上げて、申し訳ないですけど、合併が平成１８年３月に、

２市８町村で合併して、この基本方針が２４年１０月に作ってあるわけで、方針を決めた定義と言いますか

ね、それは市の財産の利活用、整理統廃合に関する基本的な考え方や、具体的な取り組み方策を定め、市有

財産の有効な利活用を推進するため、作成したものということで、合併は我々より遅いんですけど、こうい

う方針は早目に策定されて、有効な利活用に当たっているお手本になるものと思って、これを引用させてい

ただいておりますが、本来私も合併協議会の委員として、協議の中に参画した時に、五つの町村が合併すれ

ば四つは必ず過剰になる、その四つを今になって思ったんですけど、更地化する位の予算は国につけてもら

うぐらいの、合併の時に、そういう条件をつければよかったなと、今非常に残念に思うんですけど、今なっ

てこの資産を果たしてその解体、更地化って簡単に言いますけど、その財源が今うちの町に体質的に、それ

を補えるものがあるのかと非常に危惧しております。こういう町村におきまして、公有施設の更新将来負担

推計というのを出してあります。それの当町にはあるのか伺いたいと思います。公有施設の１人当たりの延

べ床面積というのも出してありまして、それも比較リストがあります。そういうのは当町にあるのか伺いた

いと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  今お尋ねの件ですが、そこまではうちの方でまだ数値的なものはございま

せんけれども、今現在、議員からおっしゃられました、公共施設についての老朽化、それの維持管理という
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ふうなことにつきましては、全国的な問題になってるかというふうに思います。そのために地方公共団体に

おきましては、財政的に非常に厳しい中ですけれども、今後人口減少あるいは公共施設の利用需用、そうい

ったものの変化が予想されておりまして、早急に公共施設等の全体の状況を把握して、長期的な視点に立っ

て、更新、統廃合、長寿命化などを計画的に行う必要がございます。また、財政負担、軽減、平準化ととも

に、公共施設等の最適な配置を実現することが必要になってくるかというふうに思いますけれども、こうい

ったことから国の方から、公共施設等総合計画、公共施設等の総合管理計画、これを今２７年から２８年に

かけて策定するようにというふうなことで、国の方から通知が参っておりまして、本町でも昨年から２８年

度にかけまして、この計画を策定するということで、今策定中の期間でございます。これができ上がった後

に、公共施設等の管理等もしていくというふうな形になってくるかというふうに思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。ちょっと待って下さい。 

●企画財政課長（神田 利久君）  ただこの計画については、基本計画でございますので、その下に実施計画

とそういったものが必要なってくるかというふうに思いますが、その実施計画については関係各課で、一応

実施計画等を作っている課もございますので、そういったものを元にしまして、今後の公共施設等の管理に

は努めていきたいというふうに思っているところです。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  この将来負担推計、熊本県が調査を行った状況によりますと、２０２６

年から２０３５年の１０年間に、約６００億を上回る将来負担が発生することが見込まれているということ

で、県で６００億ということでございますんで、これをひらう時に、町としても、こういう原資となるよう

な数値は提供されたことはなかったんですか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  これまで、そういった数値については出したことはございません。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  財政の見通しを自治体は出していくわけですけど、老朽施設を一応どの

ようにやっていくかという自治体の計画というのは、その財政見通しの中に組み込まれているのか、それは

どのようになっておりますか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  これについては、一応見込んでる部分もございますけれども、全部が全部

まだ把握してない状況がございますので、その分については、まだ全部について把握してない状況です。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  ということは、非常に財政が厳しい厳しいと、この議会特にそういう話

が上がってる最中に、持ってる資産の、これは新公会計に移行してからでないと分からないんですけど、そ

のバランスシートと施設ごとの行政コスト計算書、その中には明確に表れてきますので、新公会計に移行し

た後には多分そういう話がきちっと決めるものができてくると思います。その時に多額のコストと言います

か、将来に向けた負担というのに、危機感を持つ時期が必ず二、三年後に来るのではなかろうかと心配して

おります。この辺に関しまして、きちっとその辺のところを財政のシミュレーションに組み入れるというふ

うにやった場合、もう今のところの財政見通しの中には、全くそういうコストというのはいっていないわけ

でしょうか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  一応入ってる部分と入ってない部分がございますので、この計画を作って、

それから実施計画等も出来てから、再度財政計画については見直していきたいというふうに思ってます。 
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◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  極端な表現ですけど、老朽化施設を解体更地化する、これは公営住宅に

おいては、そういうふうにして分譲していただいておりますが、仮に庁舎等もいずれ耐用年数を超えて、解

体をする時期がまいるとことは必ず必定でございますが、その辺のことにつきましての見通しというのは、

今のところ全く立たない状況ですか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  総務課長。 

●総務課長（小谷 節雄君）  今、先ほどからずっと議員おっしゃる部分について、全国どこの自治体も抱え

てる問題、特に合併自治体はそういう問題があると、先ほどから議員も御指摘のとおりでございます。あさ

ぎり町も合併して、すぐそういう問題はあるということは当然認識した中できておりますが、具体的な計画

は、先ほどから答弁しておりますとおり、今回の公共施設の総合管理計画の中で、具体的な数字を含めたも

のが見えてくるということで、これまでその付近を明確にしてなかったというのは事実でございます。そう

いった問題意識はあったわけでございますが、その前提となります現在の公共施設の実態の数値的な把握、

固定資産台帳整備、そのものもまだ現在進行中という状況でございますので、なかなか今、議員がおっしゃ

るようなところまでの計画はできてないのが事実ございまして、繰り返すようでございますが、今回のこの

後１年、２８年度中に策定予定の計画の中にその付近を具体的なものとして出していくというのが、今現在

のあさぎり町の現状であるというに思っております。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  先ほど配付いたしました資料を見ていただけばよろしいんですけど、簡

単なフローチャート部分だけを抜き出しておりますが、この利用可能性がある財産利活用の可能性が財産、

６カ月は利活用計画を募集、広報して、計画がない場合、解体、更地というふうに、そういう方針を持って

この町は出しております。天草市は。天草市も合併した市で、あさぎり町よりも約三、四年遅く合併した市

なんですよね。だから合併した事情は全く一緒でありながら、その更地化でもして売却とか、色んなまず現

実がどれだけあったか、まだつかんでおりませんけど、こういうふうな方針をきちっと持ってるということ

は、それに伴う財政的な見通しも立てていないと、こういう計画も立たないと思うんですけど、こういう合

併自治体どこもとおっしゃいますけど、やれるとこはやってるのかなという感じを受けました。いずれにし

ても全てを耐用年数を超えてもまだ利用はできますけど、公共施設、公有財産となりますと耐震化問題もあ

りますので、解体という時期もくるはずです。ということに対する基本方針を、さっきおっしゃるように、

まだ数値としてなかなか見えづらい部分がありますので、２年後位にはそういうことをきちっと出していた

だいて、この方針を早く策定していただくことを期待しております。では次の２番の質問に移らさせていた

だきます。未利用財産、公共用利活用、貸付・譲渡・売却について、利活用計画を公募したり、また「公有

財産運用、取得、処分検討委員会」等を設置して、このうちの場合は、首長の権限において、ある程度あさ

ぎり町の財産規則におきましては、公有財産の用途の開始、変更及び廃止等はできるようになっております

が、この天草市におきましては、そこの前にこういう公募をしたり、そういう検討委員会を開いて、首長の

決定前に非常に慎重な手続をとるようなシステムができております。決定権は首長にありとも、その前に

色々な事情、情報、意見を広く聞くという、そういう機関を設置することによって、今回のようなトラブル

と言いますか、ミスマッチが防げるんではないかと思っております。これを私は以前、このことにつきまし

て、一般質問した時は、天草市の資料は、見ておりませんでしたが、その後見た時は、全く私と同じような

ことをやる市があったんだなということで、今日冊子を持って来ましたけど、その中にあります２枚目のフ

ローチャートを見ていただきますと、管財課・関係課が協議いたしました利活用対象財産の調査検討を、公

有財産利活用取得処分等検討委員会で協議をするというふうになっておりまして、それから利活用取得及び
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処分方針の決定、公表ということなっておりますね。ここら辺のことで、全てとは言いませんけど、重要な

物件、高額な建物におきましては、このような手続をとるための条例を整備する必要があるのではなかと、

設置条例をと思っておるわけですけど、いかがお考えですか。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  先般、最近の議会でも一般質問で、これに近い話をさせていただきますね。このこ

とについては、しっかりと私も記憶に残っております。いずれにしても私もやってきたことは、町の色んな

旧５カ町村の空き施設をどう利用するかっていうのは、そうとう一生懸命取り組んできたわけであります。

あるんですね。そちらのやったこと。それからもう一つは、ここ２年位前から町の色んな公有財産、台帳を

今整備しております。これがもうほぼ今完成してくるという状況であります。まさに今から今日指摘いただ

きましたように、公有財産管理をどのようなところまで、どう活用するのか。あるいは耐用年数、あるいは

今言われた耐震とか、時代に合わない建屋をどうするか等々については、まず先ほど言われた基本方針的な

ものがあって、それをもって今度は次にこっちに、それをあるルールに従って、処分していくと、いうこと

だと思いますので、いずれにしても、一つの流れを申すことは大事なことではないかなという認識をいたし

たところであります。そういうことで、全く同じものを、町と市の規模が違いますので、完全に同じものか

どうか別にして、１番今日感じてますのは、一つ例えば、先ほど言いました、町の財政を台帳におく、これ

は非常に細かくやっとっとですよね。抜け目なくやろうと、この機会にということで、ちょっと時間がかか

っています。ただ一方で、それはそれでやってもいいけど、大きな物件・案件はまた別枠でやっていかない

と、きちんと一つきれいにして、また次にいくんじゃ、時間に間に合わんとじゃないかなというのが、今日

小見田議員から色々話受けて感じたところであります。ですから、そういったところで、きちっと整理する

部分と、ある程度大きくつかんで方向性を示して、こういうルールに従って処分していくということについ

ては、分けて私はやるべきだと今感じありますので、ちょっとスピード感があるような取り組みに変えてい

くべきというふうに考えます。ですから、そういうことで分けて、今後の財産処分の保持・管理・処分につ

いては、ルール化を今後検討すればと思っています。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  この天草市の方針の中にある財産というのは、今町長がおっしゃるよう

に全てではないんですね。道路とか橋梁、港湾、漁港は除いて、建物とか土地のみを特化して、それをどう

運用・利活用するかということでないと、全く財産基本台帳の場合は、全てを合計したものとして固定資産

にカウントするわけなんでしょうけど、そうでなくて財産に対しましては、今言ったように、例えば、あさ

ぎりの場合は建物と土地のみとか、それをどう上手く利活用して、住民さんにも公表して、意見を公募して、

そしてそこで最終的には町長が決定を下す、そういうのをルール化っておっしゃいましたが条例化して、き

ちっと二度とこういう間違いと言いますか、こういう状況を起こさないためにも、是非とも取り急ぎ制定を

急ぐべきと私は思っております。もう一度お考え願いたいと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  条例で進めるのか、今持ってる検討委員会もありますので、その枠決めを広げてい

くのか等を含めて、検討していきたいと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  是非ともその辺のところは、検討で終わらないように、実現に向けてや

っていただくよう期待したいと思います。町長の施政方針に関する質問も一つ残っておりますので、質問さ

せていただきます。安心安全な町づくりについてということで、今中学校の通学道路も立派に整備してあり

ます。安全性が十分はかられた道路であるんですけど、今の通学の実態を見ます時には、直線的に近いとい
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うか、そういうところで幅員も狭くて防犯灯整備の不十分な道を通学しているのが、ここ三、四年はそうい

うことで定着しているように見えます。このような現状で学校としてはどのように把握されて、その辺の安

全対策について対して、どのようなお考えを持っておられるか伺いたいと思います。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  まず、通学路の選定、決定について御説明申し上げたいと思います。通学路につ

きましては、日本スポーツ振興法がございますが、いわゆる学校管理下のもとで事故等があった場合に、保

険の対象になるものでございます。その適用を受けるところで、学校管理下の中に、登下校中も含むという

ことで、通学路という概念が出ております。この通学路については、年度当初にこれはもうスポーツ振興法

を適用してる学校、日本ほとんどでございますが、小学校では保護者から通学路を提示させて、そして、そ

れをもとに通学路とみなす、何か課題があった場合には、指導・助言等があって変更するということもあり

ますが、一般的なようでございます。あさぎり町におきましては、この統合に伴って基本路線って言います

か、想定される基本路線についてはもう整備がなされて、その路線は中学校の方にも情報提供があってて、

この通学路の決定に当たっては、基本路線の提示も指名されるようでございます。そういうのも参考にしな

がら、家庭から届けがあって、それをもとに家庭訪問時にそれを確認しながら、通学路として認めている現

状があるようでございます。幾つかの通学路についても、今まで課題があったということで、学校の方にも

問い合わせておりますが、実際にはこの現状についての把握っていうことにつきましては、まだ不十分であ

るようでございます。以上です。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  あさぎり全域を見ているわけでございませんので、全体的なことはよく

分かりませんけど、これは岡原で中学校もですけど、多良木高校生の通学路も分かるわけですね、経路を。

見た時に細い道で、非常に曲がり下り、上り下りもあるし、今んとこ幸い事故等があったとは聞いておりま

せんけど、防犯灯辺りも少ないし、それから人家がない所も結構あるんですよね。だから、そういう所を通

学して行く時に、暗い時でも帰って来ております。そういうのが、事件等がないのは幸いでございますが、

将来に向けては、そういうところが通学路として定着してるんではなかろうかと、思います。本当に多額の

金をかけて立派な通学路もありますけど、遠回りだなという人たちも、かなりの人数があると思います。そ

ういうのを学校としても、よく把握されまして、安全面に関して非常に危惧することがあればそういう施設

の整備、道路の拡幅とは言いませんけど、防犯灯とか今、提案されております防犯カメラ、の設置で、未然

に防ぐような対策もしていかないければいけない状態ではなかろうかと思うんですけど、いかがお考えです

か。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育課長。 

●教育課長（甲斐 龍馬君）  通学路につきましては、議員の方からもございましたとおり、基本路線がある

ということでございます。それと学校の方でも主要通学路という形で、認識をしてる部分がございますけれ

ども、保護者から届け出がなされた通学路、全ての路線について万全の安全対策がひけるのかという課題が

あると思います。そういったことも踏まえながら、中学校統合時に主要通学路基本路線についての整備を図

ったという経緯がございますが、議員御承知のとおりでございます。ただ実態として、そういった形で完全

に防犯対策がなされていない通学路を通学していると、通っているという実態が、もうほとんど定着してき

た状態にあるということで、何らかの、今後の対応が必要ではないかというお話だろうと思います。本件に

つきましては、他の議員の方からも同様の御意見をいただいて、その中で学校としては粘り強く根気よく、

生徒への指導、また保護者への理解を求めていきたいという答弁を、今までしてきた経緯がございます。確

かに財政的な支援が必要になってくることから、対策はとっていく必要があると思いますけれども、すべて
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を補完はできないということでございますので、学校である程度状況を把握しながら、必要な箇所について

は、そういった対応について、執行部に要望していくという形での今後の対応になろうかというふうに考え

ています。以上です。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  実態が把握できてないっていうか、１人２人が通ってるとこに要望する

こと自体無理なんですけど、実態を把握する、何人がこの道を通ってるか位は調べる必要があると思うんで

すね。いくら指導しても近いところ、もう定着してるとこですけど、そこを通るだろうと思います。今後も。

だから指導で遠回りする、ちょっとはするかもしれません。だけど、ほとんどの方は近いところの、狭いと

ころの、民家の少ないところを行き来する、１回、どの経路で、どれだけの人が通学してるんだということ

で、調査を１回はしていただいて、余りにも数が多いのであれば、そういう基本路線とまた別の路線、指定

っていうわけじゃないんですけど、実態に対する安全対策を講ずべきと思いますが、実態把握を急いでいた

だきたいと思いますが、いかがでしょう。 

◎議長（橋爪 和彦君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  ちょうど年度当初を向かえますので、このことにつきまして学校の方に色々と助

言いたしまして、実態把握をしてもらって、そして対応等も考えていきたいと思います。以上です。 

◎議長（橋爪 和彦君）  １１番、小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  これで最後の一般質問を終わります。 

◎議長（橋爪 和彦君）  これで１１番、小見田和行議員の一般質問を終わります。以上で、本日の日程は全

部終了しました。本日はこれで散会します。 

●議会事務局長（坂本 健一郎君）  起立、礼、お疲れ様でした。 

 

午後３時５９分  散 会 

 

 


